
Hirad
o C

ity Public Relations

　仕事や旅行などで投票日に決められた投票所に行けない人は、期
日前投票をすることができます。
■投票場所
　市役所本庁、各支所（生月・田平・大島）、各出張所（中部・南部・
舘浦）、度島中部公会堂の期日前投票所
※度島中部公会堂以外の期日前投票所では、住所地に関係なく、期
　日前投票ができます。
■指定施設などでの不在者投票
　指定を受けた病院や老人ホームに入院（所）している人は、病院な
どで投票できます。
　また、仕事などで遠方の市町村に長期間滞在している人は、滞在
先の市区町村選挙管理委員会で投票することもできます。
【お願い】不在者投票の場合、郵送に日数がかかります。早めに請求
　　　　手続きを行ってください。
■お問い合わせ　選挙管理委員会（☎内線2366）

選
挙
当
日
は
、
事
前
に
送
ら

れ
て
く
る「
投
票
所
入
場
券

（
は
が
き
）」を
持
っ
て
、
入
場

券
に
記
載
し
て
い
る
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

選 挙ハタチになったら
みんなそろって投票へ行こうよ！
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や ら ん ば ! 平 戸

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸
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大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編集室からひとこと

［
編
集
・
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］ 平
戸
市
総
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広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
21年

10月
号

藤平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／36,962人（－45）
　男性／17,320人（－32）
　女性／19,642人（－13）
■世帯数　14,458戸（－4）
※（ ）は、前月との比較

平成21年9月1日現在

　8月23日、市総合運動公園
ライフカントリーで行われた
「青少年日蘭交流事業」での、
市内小学生を対象としたオラ
ンダのＶＶＳＢの指導者によ
るサッカー教室からの一コマ。
「Ｖ・ファーレン長崎」の３選
手も参加し、約100人の小学
生がオランダのサッカー技術
を学ぼうと真剣な眼差しで取
り組んでいました。

　みなさんは、シルバーウ
ィークをどのように過ごさ
れましたか？平戸ではイベ
ントが目白押し。私は、「12x
おらんだ」、「平戸南風夜風
人まつり～秋の陣～」、「平
戸食彩フェスタ」などがあ
り、取材に追われていまし
た。すれ違う車のナンバー
は福岡や佐賀など、市外か
ら多くのみなさんが平戸を
訪れてくれました。訪れた
みなさんが、また来たくな
るような平戸のイベントに
していきたいですね。

　今月の特集号では、イン
フルエンザについて掲載し
ました。新聞やテレビなど
で報道され、気になっては
いましたが、本当のことは
良く分かっていませんでし
た。取材を通して、騒がれ
ている情報だけに左右され
ずに、正しい知識を持って、
普段から対応しておくこと
が重要だということが分か
りました。私もこれを機会
に、家族と自分の健康に気
を配るようにしようと思い
ます。

広報ひらど 平成21年10月号 48

石

オ
ラ
ン
ダ
の

オ
ラ
ン
ダ
の

サ
ッ
カ
ー
技
術
を
体
験
！

サ
ッ
カ
ー
技
術
を
体
験
！

〜
青
少
年
日
蘭
交
流
事
業
・
サ
ッ
カ
ー
教
室
〜

青
少
年
日
蘭
交
流
事
業
・
サ
ッ
カ
ー
教
室
〜

オ
ラ
ン
ダ
の

サ
ッ
カ
ー
技
術
を
体
験
！

〜
青
少
年
日
蘭
交
流
事
業
・
サ
ッ
カ
ー
教
室
〜

10月18日

10月12日　 ～17日

日

月 土

午前７時～午後６時

午前８時30分～午後８時
（※度島は午前10時～午後３時）

投票日

平戸市長選挙
平戸市議会議員一般選挙

期日前・不在者投票日

地
域
の
発
展
を
託
し

私
た
ち
の
生
活
を
守
る

代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

　任期満了に伴う平戸市長、平戸市議会議員一般選挙を行います。
■投票できる人
　平成元年10月19日までに生まれ、平成21年7月10日から引き
続き本市の住民基本台帳に登録されている人
※法律で選挙権を停止されている人は除きます。
※本市の住民基本台帳に登録していても、学業のため市外で生活し
　ている人は、原則として投票できません。
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▲ノールトワイケルハウト市長から「チューリップひら
　ど」の球根の贈呈を受ける白濵市長

▲選手宣誓でお互いの友好を誓う中野中学校の森本選
　手とＶＶＳＢのヤープ選手

青少年日蘭交流事業青少年日蘭交流事業青少年日蘭交流事業
　

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
た

　

オ
ラ
ン
ダ
と
の
サ
ッ
カ
ー
交
流

　

青
少
年
日
蘭
交
流
事
業
は
、
今
年
で
10

年
目
を
迎
え
ま
す
。
平
戸
市
と
歴
史
的
な

つ
な
が
り
の
深
い
オ
ラ
ン
ダ
の
少
年
た
ち

と
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
交
流
を
す
る
こ
と

で
、
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
戸
の
将
来
を
担
う
少
年
た
ち

に
夢
と
希
望
を
与
え
る
と
と
も
に
、
平
戸

和
蘭
商
館
復
元
整
備
と
併
せ
、
観
光
振
興

と
交
流
人
口
の
増
大
を
図
る
も
の
で
す
。

　

８
月
21
日
か
ら
25
日
ま
で
の
５
日
間
、

オ
ラ
ン
ダ
・
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト
市

の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
の
選

手
14
人
を
含
め
、
21
人
が
平
戸
市
を
訪
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
日
蘭
通
商
４
０
０
周

年
と
い
う
記
念
の
年
で
あ
り
、
初
め
て
オ

ラ
ン
ダ
・
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト
市
か

ら
市
長
お
よ
び
助
役
が
来
平
し
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

　

Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
と
の
交
流　

　

８
月
21
日
、
平
戸
に
到
着
し
た
訪
問
団

の
一
行
は
、
市
役
所
玄
関
前
で
温
か
い
歓

迎
を
受
け
た
こ
と
を
、
大
変
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
市
長
表
敬
訪
問
で
は
、
友
好
の
証

と
し
て
、「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ひ
ら
ど
」の
球
根

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
戸
城
や

平
戸
和
蘭
商
館
跡
な
ど
市
内
の
名
所
を
見

学
し
、
歓
迎
交
流
会
に
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
顔
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

サッカー 通してして国際交流　　国際交流　　サッカー 通
オランダから少年サッカーチームVVSB来平オランダから少年サッカーチームVVSB来平

サッカーを通して国際交流　　

　

８
月
23
日
の
親
善
大
会
で
は
、Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ

キ
ャ
プ
テ
ン
の
ヤ
ー
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
イ
ン

選
手
と
平
戸
市
中
学
校
選
抜
チ
ー
ム
を
代

表
し
て
中
野
中
学
校
の
森
本
慎
司
選
手
が
、

「
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
交
流
が
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
く
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
世
界

の
共
通
語
を
用
い
て
、
全
力
で
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
、
お
互
い
に
理
解
し
合
え
る
仲

間
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
そ

れ
ぞ
れ
の
母
国
語
で
力
強
く
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
は
、
平
戸
市
内
の

６
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
選
抜
３
チ
ー
ム

と
３
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
第
１

試
合
２
対
０
、
第
２
試
合
１
対
２
、
第
３

試
合
２
対
０
で
Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
の
勝
利
で
し
た
。

Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
の
鮮
や
か
な
プ
レ
ー
が
随
所
に

出
て
、
選
抜
チ
ー
ム
は
あ
と
一
歩
と
い
う
と

こ
ろ
で
惜
し
く
も
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

滞
在
期
間
中
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
み
な
ら

ず
、
剣
道
体
験
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を

通
じ
て
異
文
化
を
理
解
す
る
な
ど
、
国
際

感
覚
を
お
互
い
に
深
め
ま
し
た
。　

　

最
終
日
の
見
送
り
式
で
は
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
家
族
た
ち
と
の
別
れ
を
惜
し
み

な
が
ら
、
再
会
を
誓
い
合
う
光
景
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
戸
を
あ
と
に
し
た
一

行
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
、
こ
の
交
流
事
業
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
、
保
護
者
や
市
内
各
学
校

関
係
者
、
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
な
ど
関
係
者

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
」

　

僕
は
去
年
オ
ラ
ン
ダ
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
向
こ
う
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家

族
に
と
て
も
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
少
し
の

間
で
し
た
が
と
て
も
楽
し
く
、
と
て
も
よ
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、
僕
た
ち
が
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

僕
の
家
は
２
日
間
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
方
は
、
と
て
も
お
と
な
し
く
て

僕
た
ち
が
し
ゃ
べ
り
か
け
な
い
と
し
ゃ
べ
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
除
々
に
向
こ
う

か
ら
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
の

夜
は
オ
ラ
ン
ダ
の
中
学
生
と
一
緒
に
寝
ま
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
中
学
生
は
寝
る
前
に
上

半
身
裸
に
な
っ
て
い
た
の
で
風
邪
を
ひ
か
な

い
か
心
配
で
し
た
。

　

次
の
日
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
佐
世
保

の「
海
き
ら
ら
」に
行
き
、
夜
は
家
で
友
達

と
そ
の
親
を
呼
ん
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま

し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
中
学
生
は
み
ん
な
か

ら
英
語
で
質
問
さ
れ
て
大
変
そ
う
で
し
た

が
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
そ
し
て

そ
の
日
は
と
て
も
疲
れ
て
い
た
の
か
、
９
時

に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
中
学
生
は
寝
ま
し
た
。

そ
し
て
２
日
間
で
し
た
が
最
終
日
に
別
れ

る
の
が
と
て
も
寂
し
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
、
今
回
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入

れ
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
オ
ラ

ン
ダ
の
中
学
生
と
言
葉
は
あ
ま
り
通
じ
な

か
っ
た
け
ど
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
英
語
の
勉
強
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
交
流
が
10
年
後
、
20
年
後

と
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
中
部
中　

浦　

辰
彦
君
）

　
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
」

　

僕
は
、
ニ
ー
ル
ス
君
と
ヤ
ス
ペ
ル
君
を

家
に
迎
え
ま
し
た
。
最
初
は
、
言
葉
、
食

事
な
ど
不
安
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
が
、
初
め
て
出
会
っ
た
と
き
か
ら
仲

良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
話
の
時
も
一
生
懸
命
、
英
語
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
使
っ
て
話
し
ま
し
た
。
通
じ
た
時

は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
家
族
が
何
軒
か
集
ま
っ
て
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
書
道
、花
火
な
ど
を
し
ま
し
た
。

書
道
で
は
、
ヤ
ス
ペ
ル
君
は「
父
母
」、
ニ
ー

ル
ス
君
は「
妹
」、
と
書
い
て
い
ま
し
た
。

２
人
と
も
家
族
思
い
で
す
ご
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
ヤ
ス
ペ
ル
君
が
、｢

笑｣

と
い
う
字

を
書
い
て
僕
に
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
今
回
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て

本
当
に
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

の
家
族
や
協
力
し
て
く
れ
た
人
、
そ
し
て
、

来
て
く
れ
た
２
人
に
感
謝
し
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
南
部
中　

久
松　

貴
大
君
）

　　
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
」

　
「
無
我
夢
中
の
５
日
間
だ
っ
た
な
」と
い

う
の
が
、
家
族
４
人
の
一
致
し
た
意
見
で
し

た
。
と
に
か
く
４
人
で
団
結
し
、
協
力
し

た
日
々
で
し
た
。

　

会
話
を
し
な
が
ら
食
事
を
楽
し
む
文
化

を
持
つ
、
二
人
の
オ
ラ
ン
ダ
の
少
年
た
ち
。

「
食
事
は
何
を
つ
く
ろ
う
か
」、｢

今
日
は
ど

ん
な
話
題
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う

か｣
、
朝
か
ら
、
脳
も
フ
ル
回
転
で
し
た
。

食
事
の
マ
ナ
ー
や
あ
い
さ
つ
、
目
と
目
を
合

わ
せ
た
と
き
の
微
笑
み
方
な
ど
、
日
本
に

な
い
文
化
に
も
関
心
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
文
化
に
解
け
込
も
う
と

す
る
努
力
を
見
て
、
我
が
子
は
、
昨
年
ど

ん
な
風
に
過
ご
し
た
の
だ
ろ
う
と
少
し
不

安
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
我
が
子
に

し
て
い
た
だ
い
た
分
を
、
少
し
で
も
恩
返

し
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
の
友
人
た
ち
や
近
所
の
み

な
さ
ん
、
親
戚
ま
で
が
い
ろ
ん
な
形
で
、

こ
の
５
日
間
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た

こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
と
の
つ

な
が
り
を
改
め
て
感
じ
た
国
際
交
流
で
し

た
。

　
　
　
　
（
保
護
者　

永
田　

明
子
さ
ん
）

●

オランダから少年サッカーチームVVSB来平

▲見送り式で最後にホストファミリーと記念撮影

▲初めての剣道を体験するＶＶＳＢの選手たち



デ・ハール
掲示板

Open 9:00-17:00

Tel 22-4005
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2009「平戸オランダ年」400周年記念事業

■オランダ商館復元「展示物の一部公開」
　現在、復元を進めている「平戸和蘭商館1639
年築造倉庫」の完成後に、館内に展示用として収
集した展示資料の一部を平戸オランダハウス
「デ・ハール」で、先行公開しています。

　平戸オランダ商館は、寛永18年（1641）、長崎出島
へ移転しましたが、その後も平戸藩とオランダとの交
流は継続していました。初公開資料を含む平戸とオラ
ンダの歴史を検証する多くの資料を展示しています。
◎開館時間　午前8時～午後5時30分
◎入場料　大人500円･高校生300円･小中学生200円

入場無料

平戸オランダ年400周年記念企画展

「松浦家とオランダ」

日本オランダ年記念

　「トーク＆トークin平戸」
　　　　～平戸からはじまった日蘭通商400年～

　9月20日、平戸文化センターで、「トーク＆トークin平戸」が開催され、約200人
が参加しました。このイベントは、平戸和蘭商館の設置が決定された1609年９月
20日からちょうど400年になることを記念して県が実施したもの。金子知事や白濵
市長、フィリップ・ドゥ・ヘーア駐日オランダ王国大使のあいさつなどの後、「平戸
からはじまる日蘭通商と蘭学」と題して3人のパネラーによるトークショーが行われ
ました。本馬さんは「平戸は、地元の歴史を勉強するとき日本史だけでなく、世界
史の勉強にもなる特異なところです」と話し、宮坂さんは「平戸に注目して歴史を見
ていくと、教科書に載っていない歴史が見えてきておもしろい」と話すなど、会場
に集まった高校生などに海外と平戸の歴史を学んでほしいと訴えていました。

▲展示品を興味深そうに眺める来館客
　平戸藩とオランダとの貿易で輸入されたものや当時の様
子を示す絵図などが展示されています。

▲インク壷と方位磁針
　日本と中国の墨とは違い、当時ヨーロッパでは先端のと
がったものにインクを載せて文字や絵を描いていました。

　９月13日、平戸文化センターで、
テレビ東京系の人気番組「開運！なんでも鑑定団」の公
開収録が行われました。会場には、隠れたお宝を見よ
うと約1,200人が集まり、6人の参加者が持ち寄った
お宝の鑑定現場に立ち会いました。
　参加者が持ち寄ったお宝は、壺や茶器セット、絵や
書の掛け軸で、鑑定士の中島誠之助さんと田中大さん
が鑑定して、そのポイントを丁寧に説明していました。
　気になるお宝の鑑定額は、番組の中で発表します。
放送は、テレビ東京で10月27日（火）に放送されます
が、ＫＴＮテレビ長崎での放送日は未定です。放送日
が決定しましたら、広報ひらど「平戸市からのお知ら
せ」コーナーでお知らせします。みなさんも番組表を
こまめにチェックしてください。

　９月20日から22日までの3日間、平戸港交流広場
で、「平戸食彩フェスタ」が行われ、交流広場が屋台市
場になりました。会場には、平戸産の食材を使った料
理を出す店などが20店舗軒を連ね、約１万5,000人が
訪れました。

①ヒラメ漁をしているとき、
網にかかったという壺。中
島誠之助鑑定士も真剣に鑑
定中。②初代中華民国臨時大
総統の孫文が病の時、助け
たお礼に書いてもらったと
いう書。田中大鑑定士の鑑
定額はいくら？③高額な鑑
定額のお宝が飛び出し、拍
手を送る観客席のみなさん。

④平戸産の食材を使った盛
りだくさんの料理に「おい
しい」と満面の笑顔。⑤雨模
様にもかかわらず、無料配
布のコーナーには長蛇の列
ができ、400食が瞬く間に
なくなりました。⑥平戸の伝
統芸能も披露。⑦「シイラの
ちゃんちゃん焼き」を手に
し、おいしいそうと笑顔。

広報ひらど 平成21年10月号 4Hirado City Public Relations,2009.105

公開は10月末まで 松浦史料博物館で11月８日（日）まで

「出張！なんでも鑑定団」が
平戸にやってきた

出張公開収録。
最高鑑定額は、○○○万円！結果は番組で…
平戸での放送日は、まだ未定です。

平戸産の食材で作った料理が
　　　　　平戸港交流広場に大集合！

食 フェスタ平戸開催中

開催中

シーボルトハウス館長
ハンス・カイパースさん

長崎純心大学教授
宮坂　正英さん

長崎県参与
本馬　貞夫さん

▲会場にはミッフィーちゃん
も遊びに来ていました。

▲「400年前に平戸の温かい
受け入れがあったから、今ま
での交流につながっている」
とあいさつする駐日オランダ
王国大使
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大型客船
「ぱしふぃっくびいなす」

初寄港

バンザイ！おめでとう100歳
　8月25日、田平町荻田免の西村靖さんが100
歳の誕生日を迎え、同日、森田副市長が自宅を
訪れ、花束と記念品を贈りました。西村さんは、
100歳とは思えないほど元気で、食事はいつも
家族と一緒に食べ、トイレや風呂も一人で行っ
ているそうです。若いころは、大工や建設関係
の仕事をしていたそうで、昭和52年の平戸大橋
の架橋工事に携わったそうです。西村さんは、
家族からおめでとうと祝福されると、「ありが
とう、バンザイ、良かったよ」と元気一杯にバ
ンザイして感謝の気持ちを表していました。

　９月４日午前６時過ぎ、朝日
を浴びて大型客船「ぱしふぃっ
くびいなす」（2万6594㌧）が、
本市に初入港しました。横浜港
を起点にした日本一周クルーズ
の途中に立ち寄ったもの。寄港
直後、船内では歓迎セレモニー
が行われ、白濵市長の歓迎あい
さつや記念品交換、花束贈呈が
行われた後、中野愛児園の園児
による太鼓が演奏されると、会
場に集まった約230人の乗客か
ら拍手が巻き起こりました。そ
の後、乗客のみなさんは、教会
めぐりや生月島内をめぐる観光
など平戸での一日を楽しみ、同
日夕方、平戸を後にしました。

日ごろの訓練の成果を発揮しました

　８月20日、神奈川県横浜市で、「第38回全
国消防救助技術大会」が開催されました。大会
には、全国803の消防本部から987人の救助隊
員が出場し、陸上訓練８種目、水上訓練８種目
で安全、確実、迅速を基本に、日ごろの訓練の
技を競い合いました。長崎県代表として平戸市 
消防本部から４人が、８メートルの煙道を使っ
た「ほふく救出の部」に出場し、入賞を果たしま
した。
【出場選手（写真左から）】大浦秀樹（監督）、吉
川大喜、松永倉次郎、平野正博

　９月20日、21日の両日、平戸港交流広場で、「平戸南風夜風人ま
つり～秋の陣～」が開催され、地元の踊り連である「風神社中」や「西
風舞人」をはじめ、県内外から23チーム約700人が参加しました。
前夜祭は心地よい秋風の中、大会当日は激しく降りしきる雨の中、
威勢の良い掛け声と太鼓や鳴子の音が響きわたりました。舞台上の
一体感が会場全体へと広がり、ハイヤを通じて強い絆が生まれ会場
全体が躍動しました。

練習を重ねこの日のために
①②ばちや鳴子を持った「西風舞人」
　のみなさんが、舞台狭しと舞い踊
　り、舞台の外へも飛び出していき
　ます。
③「風神社中」のみなさんも負けじ
　と田助ハイヤをイメージした新作
　「波那風」を披露。
④各連の踊り子のみなさんが、晴れ
　やかな顔で舞い、会場で見ている
　人の心を高揚させます。

舞台と会場が一体となっていく
⑤ライトアップされた平戸城をバックに
　団旗を翻し踊る「九州男組」のみなさん。
⑥盛り上がる中、殿様登場。「頭が高い、
　ひかえおろうっ ! 」。
⑦12xおらんだで来平中のギャビンさん
　（ダンサー）らも途中参加。
⑧⑨最後は踊り子と観客のみなさんが一
　体となっての総踊り。踊り終えた踊り
　子の開放感と観客の高揚した気持ちが
　爆発し、まつりは最高潮に達します。

12
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　９月20日、市総合運動公園ライフカントリー
で、「第63回全国レクリエーション大会inなが
さき」のグラウンド・ゴルフ競技が開催されま
した。この大会は、レクリエーション種目の愛
好者が集い、お互いの交流を目的として県内各
地の会場で競技が行われたもの。平戸会場には、
県内外からグラウンド・ゴルフの愛好者約250
人が集まり、秋晴れのもとで楽しみながら汗を
流しました。平戸市の入賞者は次のとおり。
【４位】瀬戸口茂さん（岩の上町、戸石川ＣＳ）
【５位】墨谷松夫さん（生月町山田免、二七会）

目指せ、ホールインワン！

　９月17日、長崎セインツの選手が、生月小、
山田小、生月中の３校を訪れました。この企画
は、長崎セインツが子どもたちに夢や希望を
持ってもらおうと、昼休みに学校を訪問するふ
れあい事業で、生月小には２選手が来校。本山
真也投手が投げる速いストレートに「うぉー」
というどよめきが起こり、安田慎太郎外野手の
約100ｍの遠投には「すごい」と歓声が上がりま
した。その後、両選手の周りには、サインを求
める児童のみなさんが集まり、サインをしても
らうと満面の笑みを浮かべていました。

お兄ちゃんたちみたいになりたい

　９月12日、生月町山田免の西村國三さんが
100歳の誕生日を迎えられ、同月14日、白濵
市長が自宅を訪れ、花束と記念品を贈りました。
西村さんは、自宅の庭を散歩するほど元気で、
週２回通っているデイサービスでの習字やみな
さんとのゲームが楽しみとか。デイサービスの
日には、早くから庭に出て飼っている牛の顔を
眺めながら迎えを待っているそうです。長寿の
秘訣は、「何でも好き嫌いなく食べること」とい
う西村さん。戦争体験を話すのも好きで、取材
当日も体験談をいろいろと話してくれました。

４世代の親族に囲まれ100歳のお祝い！

　９月19日、紐差教会で、「ながさき音楽祭
2009」～教会コンサート～（県など主催）が行
われ、同祭の音楽監督の大山平一郎さん（ヴィ
オラ）、長崎市出身の入戸野秀美さん（バイオリ
ン）、益田正洋さん（ギター）ら５人が出演しま
した。コンサートホールのように澄んだ音が響
く聖堂で、ギターやバイオリン、ヴィオラ、
チェロの五重奏などを披露。祭壇をステンドグ
ラスから差し込む優しい光が照らす神秘的な雰
囲気の中、集まった170人のみなさんが美しい
音色に酔いしれていました。

純白の聖堂に美しい音色が響く

アサヒビールが和蘭商館復元事業に寄附

　９月９日、サムソンホテル（田平町野田免）で、
アサヒビール株式会社の平野伸一九州統括本部
長と白濵市長が、アサヒビールの売り上げの一
部を、平戸和蘭商館の復元事業に寄附すること
の合同の記者会見を行いました。この寄附は、
アサヒビール株式会社の主要商品である『アサ
ヒスーパードライ』の９月下旬製造分から11月
下旬製造分までの350ミリ缶などの計４品種の
売り上げのうち、１本につき１円を寄附。金額
は、約700万円を見込んでおり、平成22年１
月ごろに贈呈を受ける予定となっています。

多くの人が知らない戦争を知ってほしい

　９月８日、平戸港交流広場で、国際交流ＨＩ
ＲＡの会（丹澤明会長）が、平和交流集会を開き
ました。この会は、第２次大戦中や戦後間もな
く、インドネシアで日本人と現地女性の間に生
まれた日系２世オランダ人５人を迎えて開いた
もの。５人は父や親族を探しながら、父の祖国
を知る旅に来ました。同会は、２世を題材にし
た本「わたしは誰の子？」（梨の木舎発行）８冊
を、平戸図書館を通じて県内外の図書館に寄贈。
丹澤会長は、「この本を見て、彼らのことをもっ
と知ってもらいたい」と話していました。

　９月６日、市営赤坂野球場で、「第４回市民
体育祭」の開会式が行われ、各競技の代表約
300人が参加しました。開会式では、本山勝也
選手による選手宣誓のほか、体育功労者・社会
体育優良団体表彰が行われ、長年にわたり体育
の普及や競技力向上に尽力した1団体、３個人
に桑山正則市体育協会長から賞状などが手渡さ
れました。（写真左から）【社会体育優良団体表
彰】宝亀少年相撲倶楽部　【体育功労者表彰】市
相撲連盟　末吉　幸德、中部体育振興会　塚本
勇、市ゲートボール協会　田中　祐策（敬称略）

夏の最後に度島が熱く盛り上がりました

スポーツの秋開幕！市民体育祭開会式

　９月５日、丸島公園で、「度島フェスティバ
ルはまんごらSUNSET2009 ～だりもかりもつ
んのじきないよ～」が開催されました。特設ス
テージでは、踊りや大正琴の披露が行われた後、
「男子ｉｎｇクイーン」と名づけられた女装コン
テストが行われ、９人が出場。見事に女性に変
身したみなさんに、歓声を上げる人、カメラで
一緒に記念写真を撮る人などさまざまなリアク
ションで会場は大盛り上がり。抽選会なども行
われ、最後に約400発の花火が打ち上げられる
と、約1,000人が夏の最後を楽しみました。



10月25日（日）　午後６時～午後９時
市役所職員プロジェクトチーム「デ・リーフデ」企画

オランダ風BAR  「De Haar」 オープン
　バーでは、オランダを代表するビール３種類と、
オランダで親しまれる家庭料理をお楽しみいただ
けます。
　また、店内では、平戸とオランダの交流の歴史
を学び、オランダの伝統的なゲームなどを体験で
きるコーナーもあります。

デ　        ハ  ー  ル

平戸オランダハウス平戸オランダハウス
　「デ・ハール」「デ・ハール」（宮の町）に（宮の町）に
　　１日限定 　　１日限定 オランダ風Bar オランダ風Bar OPENOPEN

平戸オランダハウス
　「デ・ハール」（宮の町）に
　　１日限定 オランダ風Bar OPEN

限定
  150食
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平戸くんち
10月25日（日）
　■御神幸･行列　午前10時～　亀岡神社出発
　　みこしやよろい武者の行列が、旧町地区や市街地
　一帯を練り歩きます。

10月26日（月）
　■大大神楽　午前11時～　亀岡神社
　　国指定重要無形民俗文化財の「平戸神楽」全二十四
　番が奉納されます。

10月27日（火）
　■例大祭　午前10時～　亀岡神社
　■献茶祭　午後１時～　亀岡神社

町屋くんち料理
　昔懐かしい「町屋くんち料理」や甘酒・地酒を各拠点
会場で味わうことができます。

10月24日（土）25日（日）　午前11時～午後９時
　（※午後３時～午後５時は準備時間）
　崎方町【チャペル・イン・フィランド】、宮の町【や
　なぎや食堂】、木引田町【按針の館】、新町【森酒造場】、
　職人町【井上材木店前】の各拠点会場
　■料　金
　　平戸くんち手形（３枚綴り）
　　一般1,000円、小人500円（小学生以上中学生以下）
　　※手形は、事前に購入が必要です。

ひらど伝統芸能フェスタ
　昼間は子どもたちによる太鼓や踊りなどの芸能披露。
夕方からは「田助ハイヤ節」を踊りながら、町を練り歩
きます。

10月25日（日）
　■１部　ちびっこ伝統芸能披露
　　　　　午後３時～　平戸港交流広場特設ステージ
　■２部　田助ハイヤ節市民総踊り
　　　　　午後６時30分～　商店街通り（魚の棚町～
　　　　　崎方町）および平戸港交流広場

伝統芸能披露
夕暮れの商店街に蛇と獅子が
舞います。

10月24日（土）
　■築地町のジャ踊り
　　木引田町　午後６時30分～
　■宮の町の獅子舞
　　宮の町　　午後７時～

大鍋振る舞い・茶会・夜神楽披露
　大鍋が振る舞われ、呈茶を楽しんだ後、かがり火の
中で舞う幻想的な夜神楽をご覧いただけます。

10月24日（土）　松浦史料博物館
　■大鍋振る舞い
　　午後６時から大鍋の無料配布
　■茶会
　　午後６時30分～午後７時30分
　■夜神楽披露
　　午後７時30分～午後８時30分

歌仙灯籠・オブジェ設置
10月24日（土）25日（日）
　午後６時30分～午後９時
　商店街通り（崎方町～魚の棚町）

「田助ハイヤ節市民総踊り」参加チーム募集!
　今年も「田助ハイヤ節市民総踊り」を開催します。商
店街および平戸港交流広場で踊ります。職場、地域、
仲良し仲間などたくさんの参加をお待ちしています。
■と　き　10月25日（日）午後６時30分から
■申込方法　参加したいチームは、電話で観光商工　
　　　　　課観光班までご連絡ください。
■申込締切日　10月14日（水）
　※お皿は、各チームでご用意ください。
　※四ツ竹は、観光商工課で貸し出します。

　
「
平
戸
く
ん
ち
」や「
平
戸
神
楽
」、「
田
助
ハ
イ
ヤ
節
」な
ど
の
伝
統
芸
能
に
触
れ
、「
お
く
ん
ち
料
理
」で

平
戸
の
懐
か
し
い
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る「
平
戸
城
下
歌
仙
灯
籠
ま
つ
り
」を
、
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
期
間
中
は
、
平
戸
地
区
商
店
街
が
ま
ん
幕
や
し
め
縄
で
飾
り
付
け
ら
れ
、
お
く
ん
ち
一
色
に
な
り

ま
す
。
24
日（
土
）・
25
日（
日
）の
夜
に
は
、
俳
句
が
書
か
れ
た
歌
仙
灯
籠
が
並
べ
ら
れ
、
夜
の
街
を
彩
り
ま
す
。

秋
の
夜
の
ひ
と
時
を
、
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

観
光
商
工
課
観
光
班（
☎
内
線
２
２
７
３
）

平
戸
城
下

　

歌
仙
灯
籠
ま
つ
り

Event Information

10
月
24
日
土火

10
月
27
日

▼

イベント情報



森　優博さん（29歳・度島町）
もり　 　 まさひろ

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

■勤務先

　自営業

■ニックネーム

　まさ

■性格は？

　明るくて、元気

■趣味・特技

　バンド（ドラム）

「自分の故郷を自分が造った家で
　　　　　　　　　　　　染めていきたい」

10月生まれ

　森さんは、大工の父親の後を継ぐため、高校卒業後
５年間、名古屋の親方の下で大工技術の修行を積みま
した。平成16年に度島に帰り、現在は自営で大工を
しています。台鉋を使って薄く・幅広く・長く、鉋く
ずを出す「削ろう会」という大会へも出場して、鉋の精
度を磨いているとか。「最近は、機械で木材を加工す
ることが増えていますが、手作りの伝統的な技法を大
切にし、次世代に伝えていきたい」と話してくれました。

稲澤　陽太くん
（Ｈ１９.１０.２生）

いなざわ　　ひな た

～義博さん・里美さんの四男～
≪田平町里免≫

はら だ　　かず や ひら の　　　さ あら

～俊介さん・あゆみさんの次男～
≪田平町山内免≫

お話が上手になりましたお話が上手になりました
１歳おめでとう。１歳おめでとう。
兄妹仲良くネ！兄妹仲良くネ！

お話が上手になりました

平野　紗礼ちゃん
（Ｈ２０.１０.２６生）

～毅さん・綾さんの長女～
≪戸石川町≫

１歳おめでとう。
兄妹仲良くネ！

お兄ちゃんと仲良く、わんぱくでもお兄ちゃんと仲良く、わんぱくでも
優しい男の子になってネ！優しい男の子になってネ！

お兄ちゃんと仲良く、わんぱくでも
優しい男の子になってネ！

vol.47

「クラブとして最後の夏。
　　県大会でパート準優勝を果たしました」

　「風神社中」は、平成10年から活動を始めたダンスチー

ムで、今年で12年目になります。市内の夏祭りなどのイ

ベントはもちろん、天草市の「牛深ハイヤ祭り」や鹿児島

市の「大ハンヤ祭」などにも出場しています。1年に1作品

を発表している「風神社中」の踊りの特徴は、平戸の伝統

芸能「田助ハイヤ節」が根底にあること。潮や海、漁師の

イメージを踊りで表現しています。

リズミカルな洋風のよさこい踊りで

はなく、どこか和風の面影が残る踊

りは、年配の人へうけがいいとか。

いろいろな所で、踊りを通して新し

い出会いと感動を共有し、ハイヤの

心を伝えています。現在、一緒に踊

って感動を共有できる仲間を大募集

中。１か月練習すれば、一緒に踊れ

るようになります。気軽に練習を見

に来てください。

■■活動ＤＡＴＡ■■

■■活動ＤＡＴＡ■■

活 動 日／月・水・木・金曜日
　　　　　午後4時30分～午後6時30分
活動会場／大川原小学校体育館
対 象 者／大川原小学校女子児童
連 絡 先／同小学校☎28-0019
部 員 数／女子8人
参 加 費／ 4,600円（年額）
代　　表／竹藤　鈴子さん（赤松町）

活 動 日／毎週火・水曜日
　　　　　午後７時30分～午後９時
活動会場／平戸文化センター中ホール
対 象 者／中学生以上
連 絡 先／事務局（篠崎）☎090‐5387‐1561
部 員 数／ 30人
参 加 費／ 24,000円（年額）※学生は半額。
代　　表／松尾　俊行さん（戸石川町）

「大川原バレーボールクラブ」

「舞台の上で、みんなで息を合わせ舞い踊る一体感は最高です」「 風 神 社 中 」
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　大川原バレーボールクラブは、全校児童17人（うち女子

９人）の小さな大川原小学校のチームです。６年生４人、

４年生４人というメンバーで、下が1年生1人しかいない

ため、今年がクラブとして最後の年になります。試合では、

４年生が常に２人入っている厳しいチーム事情の中、７月

25日に開催された「長崎県小学生バレーボール大会平戸市

予選」で初優勝し、県大会への出場権を獲得しました。８

月22日、県内から53チームが

集まり、７パートに分かれトー

ナメント戦で行われた県大会。

同クラブは、市予選の勢いをそ

のままに、長崎市２位を倒すな

ど勝ち進み、見事にパート準優

勝し最後の夏を飾りました。

　取材当日は、10月に出場す

る最後の大会での優勝を目指し

て練習に励んでいました。

　田　和弥くん
（Ｈ１８.１０.２１生）



※写真は食事のイメージです。
　アラ煮は、魚の入荷状況で提供できない場合があります。

　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。お便りをくださっ
た人の中から抽選で5名様に上記商品をプレゼント。
応募締切は10月23日（金）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　総務課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供しますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

栗
が
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

近
所
の
人
か
ら
い
た
だ
い
て
食
べ
、
秋
だ

な
〜
と
感
じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
今
年
は

ほ
と
ん
ど
夏
と
い
う
夏
が
な
か
っ
た
の
で
。

子
ど
も
た
ち
は
、
栗
ご
は
ん
が
大
好
き
、

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
必
ず「
今
日
は
栗

入
れ
た
」と
楽
し
み
の
よ
う
で
す
。

（
り
ん
ご　

36
歳
女
性
）

●

　

先
日
、
う
ち
で
飼
っ
て
い
る
犬
が
出
産

し
ま
し
た
。
多
産
で
は
な
く
２
匹
で
し
た
。

小
さ
く
て
産
ま
れ
た
て
の
か
わ
い
い
子
犬

で
す
。
親
犬
は
、
い
た
ず
ら
さ
れ
ま
い
と

必
死
で
わ
が
子
を
守
ろ
う
と
、
少
し
い
ら

だ
っ
て
い
る
様
子
。
欲
し
い
人
が
い
る
の

で
あ
げ
る
予
定
で
す
が
、
果
た
し
て
親
犬

が
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
心
配
で
す
ね
。

（
Ｕ
・
Ｔ　

59
歳
女
性
）

●

　

東
京
の
息
子
家
族
が
、
お
盆
前
に
４
泊

５
日
で
帰
省
し
ま
し
た
。
例
年
の
よ
う
に
、

根
獅
子
の
海
に
泳
ぎ
に
行
く
の
が
楽
し
み

だ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
い
に
く
の
梅
雨
の

明
け
な
い
よ
う
な
天
気
で
、
小
さ
な
子
ど

も
に
は
水
温
が
低
く
１
日
目
に
熱
を
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
日
目
に
無
理
し
て

海
に
連
れ
て
行
っ
た
の
で
す
が「
引
き
つ

け
」を
お
こ
し
、
救
急
車
で
平
戸
市
民
病

院
に
運
ば
れ
、
無
事
に
家
に
帰
っ
て
来
ま

し
た
。
そ
こ
の
砂
浜
に
い
た
人
た
ち
が
ず

い
ぶ
ん
親
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
慌
て

た
中
に
も
心
強
か
っ
た
そ
う
で
す
。
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
只
今
ダ
イ
エ
ッ
ト
中　

67
歳
女
性
）

●

　

こ
の
頃
、
平
戸
中
心
部
を
歩
い
て
思
う

の
は
、
通
り
の
名
前
の
標
識
が
立
っ
て
い

て
、
散
策
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
な
あ

と
い
う
こ
と
で
す
。
武
家
屋
敷
の
周
辺
や

旧
城
下
町
の
通
り
に
立
て
て
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
平
戸
城
を
間
近
に
眺
め
な
が
ら

歩
く「
城
内
通
り
」と
、
平
戸
に
ゆ
か
り
の

あ
る
外
国
人
の
銅
像
が
並
ん
で
い
る「
歴

史
の
道
」が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
武
家
屋
敷
周
辺
の
場
所
で
は

「
松
陰
井
戸
」（
四
角
大
井
戸
）が
好
き
で
す
。

あ
の
有
名
な
吉
田
松
陰
が
、
山
鹿
流
兵
学

の
山
鹿
高
紹
を
訪
ね
る
途
中
に
雨
で
泥
だ

ら
け
に
な
っ
て
体
を
洗
っ
た
と
さ
れ
る
と

こ
ろ
だ
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
発
見
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
秋
は
夕
暮
れ　

43
歳
女
性
）

●

　

毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
９
月

号
は
表
紙
と
紙
面
の
中
に
度
島
の「
盆
ご

う
れ
い
」が
載
っ
て
お
り
懐
か
し
か
っ
た

で
す
。
結
婚
し
て
度
島
を
離
れ
、
40
年
ほ

ど
生
の「
盆
ご
う
れ
い
」を
見
て
い
ま
せ
ん
。

若
い
こ
ろ
は
、
逆
起
こ
し
を
見
て
感
動
の

拍
手
を
し
、
女
子
青
年
部
で
盆
踊
り
に
参

加
し
た
も
の
で
す
。
来
年
は
、
見
に
行
こ

う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
昔
の
娘　

64
歳
女
性
）

　
「
じ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
が
一
番
喜
ん

ど
っ
た
ば
い
」、「
う
ん
に
ゃ
子
供
達
よ
」、

い
え
い
え
、
度
島
で
初
め
て
上
が
っ
た
花

火
、
島
の
人
も
、
島
外
か
ら
見
に
来
た
人

も
、
み
な
さ
ん
が
喜
ん
で
ま
し
た
よ…

。

９
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
度
島
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
！
た
く
さ
ん
の
夜
店

や
出
し
物
で
す
ご
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た

ね
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
や
り
と
げ
た
イ

ベ
ン
ト
、
最
高
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
も

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
！
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

（
大
ふ
へ
ん
者　

46
歳
男
性
）

●

　

沖
縄
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
と
、

吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
群
青
の
空
、
こ
れ
が

日
本
の
景
色
な
の
か
と
思
う
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
絵
ハ
ガ
キ
が
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。
差
出
人
は
58
年
前
に
転
校
し
て

し
ま
っ
た
Ｎ
・
Ｈ
氏
、
驚
い
て
庭
の
手
入

れ
を
や
め
て
読
ん
で
み
る
と
来
年
の
喜
寿

の
同
窓
会
に
は
、
ぜ
ひ
出
席
し
た
い
と
の

こ
と
。
彼
は
、
昔
の
ま
ま
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
と
も
メ
タ
ボ
か
な
、
早
く
こ
い
こ
い
来

年
の
同
窓
会
。

（
気
持
ち
は
20
歳
の
老
女　

76
歳
女
性
）

●

　

平
戸
が
合
併
し
て
か
ら
、
気
が
つ
い
た

こ
と
は
、
道
路
の
草
が
生
え
っ
ぱ
な
し
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
秋
に
な
る
と
、
見
か

け
て
い
た
彼
岸
花
。
そ
こ
の
通
り
は
、
今

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、17通でした。

※プレゼントは、事業所から提供をいただいています。

「チューリップひらどの球根 10個」を
　　　　　　　5 名様にプレゼント！
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友
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「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ひ
ら
ど
」

　宮の町にある「平戸花壇」では、4年前からオランダ
産のチューリップに「ひらど」という名称が付かないも
のかと取り組んでいました。この活動にノールトワイ
ケルハウト市の協力が得られ、同市出身者が栽培した
新品種のチューリップに、「チューリップひらど」（公
式名：Tulipa Hirado）と命名されました。この記念す
べき球根を、オランダに直接仕入れに出向き、今月か
ら販売できるようになりました。今回、販売を記念し
て、この球根を10個ずつ5名様にプレゼントします。
世界にまだ、わずかしかない貴重な球根です。ぜひ、
家庭などで栽培して、来年の春に満開の「チューリッ
プひらど」を咲かせてみませんか。
◎商品についてのお問い合わせ
　フローリスト　平戸花壇　
　〒859‐5112　平戸市宮の町647番地
　TEL ・FAX　22-5007　

フローリスト　平戸花壇

は
、
草
で
隠
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
が
担
当

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
予
算
の
都
合
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
。
こ
こ
数
年
増
え
続
け
て
い

る
イ
ノ
シ
シ
の
対
策
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ

が
隠
れ
る
と
こ
ろ
を
な
く
す
と
良
い
と
聞

き
ま
し
た
。
対
策
に
も
な
る
し
、
草
刈
す

る
と
き
れ
い
に
な
り
観
光
客
の
印
象
も
良

い
の
で
は
。
何
よ
り
、
平
戸
の
素
晴
ら
し

い
農
作
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
に
は
、
農
作
業
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
で
す
。

（
ひ
さ
し　

31
歳
女
性
）

●

　

新
聞
で「
平
戸
大
橋
・
生
月
大
橋
」無
料

化
の
方
針
の
記
事
を
見
ま
し
た
。「
鷹
島

肥
前
大
橋
」は
最
初
か
ら
無
料
な
の
に
お

か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
政
権
交
代
で

「
高
速
道
路
無
料
化
」の
話
が
出
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
よ
り
先
に
地
方
に
目
を
向
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（

ぴ
げ　

27
歳
男
性
）

●

　

最
近
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
人
を
良
く

見
か
け
ま
す
。
平
戸
の
秋
の
風
物
詩
に
な

り
つ
つ
あ
る「
ひ
ら
ど
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」で
す
が
、
私
も
参
加
す
る
つ
も
り
で

す
。
今
年
は
、
10
キ
ロ
を
楽
し
ん
で
歩
こ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
気
持
ち
い
い
汗

を
か
い
た
後
は
、
和
蘭
商
館
復
元
事
業
に

寄
附
に
な
る
の
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
ま
す
。

（
バ
タ
フ
ラ
イ
マ
ダ
ム　

女
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
７
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

▲平戸港交流広場で開催された食彩フェスタからの一コマ▲平戸港交流広場で開催された食彩フェスタからの一コマ▲平戸港交流広場で開催された食彩フェスタからの一コマ

球根 10個」を

さ
か



XX
「不思議な日本」
　９月は、平戸オランダ年の記念イベントがたくさんあり、盛り上がりましたね！みなさんは参加しまし

たか？ 12ｘおらんだの芸術祭では、オランダから10人の芸術家が平戸にやって来て、オランダ

の現代芸術を披露してくれました。とても面白かったです。この時、12ｘおらんだに

参加したオランダ人のみなさんと日本の印象について話して、私は改めて日本の不思

議なところに気付かされました。

　一つ目は、日本人がお土産をもらったとき、わびること。「ありがとう！」と言われ

ると思っているのに、「あ、すみません！」と言われたらオランダ人はちょっとビックリしま

す。二つ目は、日本人が褒められたとき、「いいえ」と謙遜すること。英語でよく使う「ＮＯ」

とはちょっと意味が違いますよね。三つ目は、日本で夏になると「海開き」と「山開き」をする

こと。オランダ人は、外で時間を過ごすのが大好きなので、いい天気であれば、海で泳いだ

り、山を登ったりします。「一年中開いているから、海と山を開く必要はないでしょう！」と

思ってしまいます。そして、夏になると現れるビルの屋上などでのビアガーデン。どう見て

もガーデン（英語では庭という意味）ではありません。

　最後は、日本の缶コーヒー。私が、イタリア人の友達に缶コーヒーのことを教えてあげる

と、彼はびっくりしていました。イタリア人にとってコーヒーは、ゆっくり作って、休憩

をとって飲むものなのです。しかも、夏には冷たいアイスコーヒーまであります（オランダにはアイスコー

ヒーはありません）。さらに不思議なことは、それを周りに何もない自動販売機で売っていること。その上、

買ったら機械がちゃんとお礼を言ってくれます！これもまた日本の不思議で、すてきなところですね。

　平戸から始まった日蘭通商400年を祝い、「平戸オランダ年」記念切手
が発行されます。「幸橋（オランダ橋）」や「オランダ塀」など、オランダと
の交流の歴史が残る平戸市内の風景や、オランダとの交流から生まれた
「チューリップひらど」、「青少年日蘭交流」などの交流の様子が切手にな
りました。
○発売開始　10月20日（火）～平成22年１月19日（火）
○販売場所　県内郵便局109局（うち市内15局）
○価　　格　１枚1,200円（80円切手10枚）
○お問い合わせ　郵便局株式会社九州支社（☎096‐328‐5282）
※数に限りがありますので、お早めにお求めください。

　猶興館高等学校の生徒のみなさんが、オランダをモチーフにしたステ
ンドグラス（セロファン）を制作してくれました。市役所１階ロビーに展
示しています。また、８月に来平したオランダのノールトワイケルハウ
ト市長からいただいた、「徳川家康の朱印状」の写真も併せて展示してい
ます。お立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。

平戸オランダ年を記念した切手が発売されます

◇ステンドグラスと朱印状の写真を飾っています◇

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／７日　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館和室小

◎休館日／ 6日　、13日　～ 22日　（蔵書点検）、25日　、27日　
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このほかにもたくさんの
新着図書があります

　読書で野球部がみるみる強くなっ
た！高校生に「読み聞かせ」を実践し
たら心が大きく成長し、心身ともに
強くなった。静岡県常葉学園橘高校
が取り組んだ「読書」や「読み聞かせ」
で変わっていった球児の感動の記録
です。

『本を読んで
　　甲子園へいこう！』
著／村上　淳子
出版社／ポプラ社

　空気がひんやり涼しくなって、
コーン畑が枯れ色になるころ、畑
で見かけるのが、ハロウィーンの
人気者パンプキン。種まきから収
穫、ハロウィーンの様子など、パ
ンプキンにまつわる一年の様子を
つづった写真絵本です。

『パンプキン』
写真・文／ケン・ロビンズ
訳／千葉　茂樹
出版社／ＢＬ出版

大

　武士道を極めた福岡と神奈川の女
子高校生が、インターハイで最後の
戦いに挑む。その後には進路も立ち
塞がり、18歳の決断はいかに？　早
苗と香織の痛快・青春エンターテイ
メント。武士道シリーズの第３弾で
す。

著／誉田　哲也
出版社／文藝春秋

南

　小学生に大人気の黒魔女さんシ
リーズの最新刊。３級黒魔女になっ
た主人公チョコ。でも、あいかわら
ず５年生。クリスマスケーキ合戦で、
冬休みの宿題に差がつくなんて・・・。

『黒魔女さんが通る!!Part11
　　恋もおしゃれも大バトル？の巻』
作／石崎　洋司
絵／藤田　香
出版社／講談社

田

　食欲の秋、焼きたてのパンの香り
に包まれて、楽しい時間を過ごしま
せんか?　丁寧な解説で、お店のパ
ンがおうちでもできますよ！初めて
の人もホームベーカリー派の人にも
おすすめの1冊です。

著／田辺　由布子
出版社／日本テレビ放送網

　いちごがいっぱいのおいしそうな
ケーキを目の前にした、こいたろう
くんとかめぞうさん。ケーキの誘惑
に負けず、果たして二人は、けろこ
さんを待つことができるでしょう
か？人情、友情てんこもりの食欲の
秋ぴったりの絵本です。

『がまんのケーキ』
作／かがくいひろし
出版社／教育画劇

平

平

平

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

！！

平戸図書館 ☎22‐4017

●10月の主なもよおし●

■おはなし会／ 3日　・17日　・24日　・31日　午後2時～
■映画会／ 10日　午後2時～
　・14ひきシリーズあきまつり（20分）
　・そんごくう（12分）・したきりすずめ他（25分）

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土土 土

水

火 火 木 火日

◎休館日／ 6日 　・13日 　・20日　・25日　・27日　火 火 火 火日

●10月の主なもよおし●

『おうちでパンを焼こう！
　焼きたて・おいしい・たのしいな』

～図書館からのお知らせ～

　講師は、国内外で活動して

いる田平町在住の生物生態写

真家「栗林慧」さんです。栗林

さんは、「栗林慧全仕事」など、

生物の生態関係の本を多数出

版しています。

◇絵本作家講演会を開催します◇

生

『武士道エイティーン』

永

※蔵書点検のため休館日の変更があります。

土と　き　10月31日
　　　　　午後１時30分～
ところ　北部公民館
演　題　「ちいさい命を撮りつづけて」
※託児所を設けます。利用される場合は、事前に
　お申し込みください。
お問い合わせ　平戸図書館・永田記念図書館

けん そん
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　今年５月の新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）の国内発生　今年５月の新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）の国内発生
以降、全国で感染が確認されており、これから秋・冬の以降、全国で感染が確認されており、これから秋・冬の
時期にかけて、更なる感染拡大の予測がなされています。時期にかけて、更なる感染拡大の予測がなされています。
　この新型インフルエンザウイルスは、呼吸器中心に感　この新型インフルエンザウイルスは、呼吸器中心に感
染する弱毒性と考えられていますが、子どもや高齢者、染する弱毒性と考えられていますが、子どもや高齢者、
妊婦、基礎疾患のある人などが感染した場合には、重症妊婦、基礎疾患のある人などが感染した場合には、重症
化する恐れがあります。化する恐れがあります。
　また、このウィルスが強毒性に変異する可能性や、鳥　また、このウィルスが強毒性に変異する可能性や、鳥
インフルエンザのような強毒性のウィルスが国内に入っインフルエンザのような強毒性のウィルスが国内に入っ
てくる可能性もあります。　てくる可能性もあります。　
　自分と大切な家族を守るために、インフルエンザに対　自分と大切な家族を守るために、インフルエンザに対
する正しい知識と危機感を持って、みなさん一人ひとりする正しい知識と危機感を持って、みなさん一人ひとり
が、感染予防に努めることが非常に大切です。が、感染予防に努めることが非常に大切です。
　そして、行政や医療機関、学校などの関係機関と市民　そして、行政や医療機関、学校などの関係機関と市民
のみなさんが連携して、正しい情報に基づき、冷静に行のみなさんが連携して、正しい情報に基づき、冷静に行
動して個人的、社会的被害を最小限にするための備えと動して個人的、社会的被害を最小限にするための備えと
して特集保存版での掲載してます。 して特集保存版での掲載してます。 

　今年５月の新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）の国内発生
以降、全国で感染が確認されており、これから秋・冬の
時期にかけて、更なる感染拡大の予測がなされています。
　この新型インフルエンザウイルスは、呼吸器中心に感
染する弱毒性と考えられていますが、子どもや高齢者、
妊婦、基礎疾患のある人などが感染した場合には、重症
化する恐れがあります。
　また、このウィルスが強毒性に変異する可能性や、鳥
インフルエンザのような強毒性のウィルスが国内に入っ
てくる可能性もあります。　
　自分と大切な家族を守るために、インフルエンザに対
する正しい知識と危機感を持って、みなさん一人ひとり
が、感染予防に努めることが非常に大切です。
　そして、行政や医療機関、学校などの関係機関と市民
のみなさんが連携して、正しい情報に基づき、冷静に行
動して個人的、社会的被害を最小限にするための備えと
して特集保存版での掲載してます。 

特集・油断禁物インフルエンザ

▼
▼

▼
▼

▼
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Contents
第１章　インフルエンザの正しい知識を
　　　　身に付けよう
第２章　インフルエンザの予防のため
　　　　に私たちに出来ること
第３章　私たちのインフルエンザ対策
第４章　インフルエンザについての
　　　　Q＆A
第５章　もしも、強毒性インフルエンザ
　　　　の世界的大流行が起こったら
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板
ノ
浦
の
ア
コ
ウ

い
た

の

う
ら

恵
籠
ソ
テ
ツ

え
の
ご
も
り

し
ま
す
。

　

な
お
、
大
島
に
生
息
す
る
ア
コ
ウ
は
、

ア
コ
ウ
分
布
の
北
限
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

大
島
内
に
数
か
所
あ
る
中
で
、
板
ノ

浦
戸
田
浦
の
も
の
が
一
番
大
き
く
根
元

の
幹
周
り
は
４
ｍ
以
上
あ
り
、
互
い
に

く
っ
つ
い
た
多
く
の
根
は
、
高
さ
３
ｍ
、

幅
12
ｍ
に
わ
た
り
海
岸
の
崖
に
広

が
り
、
ア
コ
ウ
特
有
の
奇
観
を
示

し
て
い
ま
す
。

大
島
の
天
然
記
念
物
Ⅰ

46

市
指
定
天
然
記
念
物

　　

ア
コ
ウ
は
、
ク
ワ
科
の
半
常
緑
の
高

木
で
、
幹
は
分
岐
が
多
く
、
枝
や
幹
か

ら
空
気
中
に
露
出
し
た
多
く
の
根
を
垂

ら
し
、
地
層
や
岩
石
が
地
上
に
露
出
し

て
い
る
場
所
な
ど
に
張
り
付
い
て
生
息

　

恵
籠
ソ
テ
ツ
は
、
高
さ
が
約
６
m
あ

る
巨
樹
で
、
大
島
支
所
前
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ソ
テ
ツ
は
、
寛
文
年
間（
1
6
6

1
年
〜
）に
板
ノ
浦
の
小
山
嘉
十
郎
氏
が
、

南
方
か
ら
板
ノ
浦
の
恵
籠
に
持
ち
帰
っ
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
40
年
７

月
に
旧
大
島
村
役
場
庁
舎
新
築
時
に
小
山

嘉
十
郎
氏
の
子
孫
の
小
山
貫
太
郎
氏
か
ら

寄
贈
さ
れ
、
大
島
支
所
前
に
移
植
さ
れ
ま

し
た
。

　

寛
文
年
間
ご
ろ
は
、
大
島
で
活
躍
し
た

鯨
組「
井
元
氏
」が
南
方
か
ら
ソ
テ
ツ
を

取
り
寄
せ
、
藩
主
に
献
上
し
、
下
屋
敷
に

植
え
た
と
い
う
記
録
も
あ
り
、
当
時
の
南

方
と
の
交
易
を
物
語
る
も
の
で
す
。

■名　称　板ノ浦のアコウ

■種　別　市指定天然記念物

■指定年月日　昭和61年３月31日

■所有者　平戸市

■所在地　大島村的山戸田

■名　称　恵籠ソテツ

■種　別　市指定天然記念物

■指定年月日　昭和61年３月31日

■所有者　平戸市

■所在地　大島村前平1840‐1

は
ん
じ
ょ
う
り
ょ
く

ぼ
く

こ
う

か
ん
ぶ
ん
ね
ん
か
ん

▲アコウ特有の奇観を示す
　板ノ浦戸田浦のアコウ

▲大島支所前にどっしりと立つ恵籠ソテツ

綴 じ 込 み 特 集綴 じ 込 み 特 集綴 じ 込 み 特 集

自分と大切な家族を守るために



Point
インフルエンザの正
しい知識を知ること
で、感染被害を軽減
することができます。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
」と

は
、
人
に
は
感
染
し
に
く
か
っ
た
動
物
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
が

変
異
し
て
、
人
か
ら
人
へ
と
感
染
す
る
よ

う
に
な
っ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
こ
の
新
た

な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し

て
起
こ
る
疾
患
が「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」で
す
。
毎
年
流
行
す
る
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
違
い
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
免
疫
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
全
世
界
的
に
感
染
が
広
が

り
、
世
界
的
大
流
行
が
起
こ
り
ま
す
。
そ

の
後
は
、
免
疫
を
持
つ
人
が
増
え
て
き
て

大
流
行
は
終
息
し
、「
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」に
推
移
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

20
世
紀
に
起
こ
っ
た
例
の
一
つ
と
し
て
、

「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」が
あ
り
ま
す
。
全
世
界

で
約
４
０
０
０
万
人
、
日
本
で
は
約
39
万

人
も
の
死
者
を
出
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、
飛
行
機
な
ど
の
交
通
網
が

発
達
し
た
現
代
で
は
、
急
速
に
世
界
的
な

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
正
し
い
知
識
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
正
し
い
知
識
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
に
付
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
に
付
け
よ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
正
し
い
知
識
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
に
付
け
よ
う

7,4007,400人7,4007,400人
37,000人

インフルエンザウィルス
（H1N1）

新型インフルエンザ (H1N1)
の電子顕微鏡写真
（写真提供：国立感染症研究所）

大
流
行
が
引
き
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
の

　

違
い

　　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
か
ぜ
と
混
同
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
症
状
な
ど
が

異
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
あ
る

の
に
対
し
、
か
ぜ （
か
ぜ
症
候
群
）は
、

ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
種
々
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
起
こ

り
ま
す
。

　

か
ぜ
の
症
状
は
、
の
ど
の
痛
み
や
鼻
水
、

せ
き
、
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が
中
心
で
、

一
般
的
に
軽
度
で
す
。
全
身
症
状
は
あ
ま

り
見
ら
れ
ず
、
発
熱
し
て
も
高
熱
に
な
る

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
重
症
化
す

■新型インフルエンザの感染者数の予想

■インフルエンザとかぜの症状の違い

発症者数

入院者数

重症者数

ピーク時の
発症者数／日

　　－　　

38万人

3万8千人

76万人

7,400人

550人

55人

1,100人

※８月28日、厚生労働省発表推計値

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
正
し
い
知
識
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

個
人
的
・
社
会
的
な
感
染
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第１章

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
１
週
間
ほ
ど

で
治
り
ま
す
。
一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
場
合
は
、
悪
寒
や
倦
怠
感
が
あ
り
、

38
℃
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋

肉
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
強
く
、
合
わ
せ

て
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
、
せ
き
な
ど
の

症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
症
状
は
通
常
２
〜
３
日
続
き
ま
す

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
５
日
を
超
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
高
齢
者
は
細
菌

が
二
次
感
染
し
て「
肺
炎
」に
な
り
、
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）の
特
徴

　　

世
界
的
な
流
行
を
拡
げ
て
い
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ
１
Ｎ
１
）に
つ
い
て

は
、
９
月
18
日
、
国
立
感
染
症
研
究
所
が
、

９
月
7
〜
13
日
の
週
で
の
全
国
の
医
療
機

関
当
た
り
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
報
告

数
の
公
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患

者
報
告
数
は
１
万
５
３
８
２
人
、
１
医
療

機
関
当
た
り
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
数

は
全
国
平
均
３
・
２
１
人
で
、
感
染
者
は

大
都
市
を
中
心
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
秋
以
降
に
感
染
が
拡
大
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省

で
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
２
倍

に
あ
た
る
２
割
の
人
が
発
症
す
る
と
想
定

し
て
お
り
、
全
国
で
約
38
万
人
が
入
院
し
、

約
３
万
８
０
０
０
人
が
重
症
に
な
り
、
感

染
が
多
い
時
期
に
は
、
１
日
に
約
76
万
人

が
発
症
す
る
と
推
計（
８
月
28
日
、
厚
生

労
働
省
発
表
）し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
推
計
を
平
戸
市
の
人
口
で
予
想
す

る
と
、
約
７
４
０
０
人
が
発
症
し
、
約
５

５
０
人
が
入
院
し
、
約
55
人
が
重
症
化
す

る
推
測
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
感
染
が
多

い
時
期
に
は
、
１
日
に
１
１
０
０
人
が
発

症
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

　

感
染
し
た
場
合
の
症
状
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
似
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子

ど
も
や
高
齢
者
、
妊
婦
、
呼
吸
器
の
障
害

や
糖
尿
病
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な

ど
が
感
染
し
た
場
合
に
は
、
重
症
化
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
過
剰
に
心
配
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
軽
く
考
え
ず
に
、

流
行
に
備
え
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

強
毒
性
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ｈ
５
Ｎ
１
に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
大

き
く
Ａ
型
・
Ｂ
型
・
Ｃ
型
の
３
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
免
疫
を

持
っ
て
い
な
い
新
し
い
Ａ
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ

１
Ｎ
１
）は
、
比
較
的
に
重
症
化
す
る

危
険
性
が
低
い
豚
由
来
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

一
方
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て

危
険
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ（
Ｈ
５
Ｎ
１
）で
、
鳥
類
が
か

か
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
種
で
、
ア

ジ
ア
を
中
心
に
鶏
の
間
で
流
行
し
、
人

へ
の
感
染
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
感

染
す
る
と
、
重
症
化
す
る
危
険
性
が
非

常
に
高
い
、
強
毒
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。　

　

人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
ま
だ
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
間
の
体
内
な
ど

で
変
異
し
て
、
空
気
感
染
力
な
ど
を
も

つ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
る
と
大

流
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
全
世
界
的
に

警
戒
を
強
め
て
い
ま
す
。 

※

　

強
毒
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

　

い
て
は
、
28
ペ
ー
ジ
に
も
関
連
内
容

　

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
に
よ
る
社
会
的
影
響

　

大
流
行
が
起
こ
る
と
多
く
の
人
が
感
染

し
死
者
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
医
療

機
関
は
多
く
の
患
者
で
混
雑
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
が
起
こ
り
、
次
の
よ
う

な
社
会
的
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
労
働
力
の
低
下

　

働
い
て
い
る
人
が
感
染
し
た
り
、
看
病

な
ど
で
仕
事
を
休
ん
だ
り
す
る
人
が
増
え

て
、
労
働
力
の
低
下
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
影
響
し
、
物
流
が
停
滞

す
る
こ
と
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

●
医
療
機
関
の
混
乱

　

医
療
機
関
に
感
染
し
た
人
が
殺
到
し
た

場
合
、
医
薬
品
や
医
療
機
器
が
不
足
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
師
や

看
護
師
に
も
感
染
が
広
が
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

●
多
く
の
施
設
や
お
店
の
閉
鎖
、
行
政

　

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
休
止

　

人
と
人
が
集
ま
る
こ
と
で
感
染
が
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
校
や
保

育
園
、
事
業
所
な
ど
の
閉
鎖
、
イ
ベ
ン
ト

や
各
種
集
会
が
中
止
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
一
部

休
止
し
た
り
、
公
共
交
通
機
関
の
運
行
が

一
部
自
粛
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

インフルエンザウィルス出現の経路図

新型インフルエンザ は、上のような経路をたどり、
鳥インフルエンザウイルスが、人から人に感染す
るように変異し、流行を起こす。

※1　7,400人は、８月28日に厚生労働省が発表した
推計値を基に、平戸市の人口を約37,000人（9月1日
現在の平戸市人口、36,962人）とした場合の、新型イ
ンフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）の感染者数の予想

※1

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

平戸市保健センター平戸市保健センター
保健師　伊藤　純子保健師　伊藤　純子
平戸市保健センター
保健師　伊藤　純子

症状

発症

症状の部位

インフルエンザ

高熱、頭痛、関
節痛、筋肉痛、
せき、のどの痛
み、鼻水など

急激

強い倦怠感など
全身症状

かぜ

のどの痛み、鼻
水、鼻づまり、く
しゃみ、せき、発
熱

比較的ゆっくり

鼻、のどなど局
所的

特集・油断禁物インフルエンザ特集・油断禁物インフルエンザ

全国 平戸市

けん たい

け
ん   

た
い



Point
この予防対策などを、
日 頃 か ら 家 族 で
チェック
して習
慣づけ
ましょ
う。

ひ　

ま
つ

ふ　
し
ょ
く　
ふ　
せ
い
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感
染
し
な
い
た
め
に
、
感
染

　

を
広
げ
な
い
た
め
に

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
従
来
の
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、
主
な
感
染
源
は

飛
沫
感
染
と
接
触
感
染
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
飛
沫
感
染

　

感
染
し
た
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の

し
ぶ
き
と
と
も
に
放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

を
人
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま

す
。

●
接
触
感
染

　

感
染
し
た
人
が
く
し
ゃ
み
や
咳
を
押
さ

え
た
手
や
、
鼻
水
を
ぬ
ぐ
っ
た
手
で
、
机

や
ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ
な
ど
に
触
れ
る

と
、
そ
の
所
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
、
そ

こ
に
触
れ
た
人
に
間
接
的
に
感
染
し
ま
す
。

　

手
洗
い
は
感
染
予
防
の
基
本

　

外
出
か
ら
の
帰
宅
後
は
、
必
ず
手
を

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
特
定
多
数

の
人
が
触
れ
る
よ
う
な
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
を

触
っ
た
時
に
は
、
こ
ま
め
に
手
洗
い
や
ア

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
た
め
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

手
洗
い
の
方
法
（
15
秒
〜
20
秒
を
目
安
に
）

●
マ
ス
ク
の
選
び
方

●
マ
ス
ク
の
つ
け
方　
　
　
　
　
　

●
マ
ス
ク
の
は
ず
し
方　
　
　
　
　
　

※

洗
っ
た
後
は
、
清
潔
な
タ
オ
ル
な
ど
で

　

水
分
を
十
分
に
拭
き
取
り
ま
す
。

第２章
①せっけん
をつけ手の
ひらをよく
こすります。

②手の甲を
伸ばすよう
にこすりま
す。

③指先とつ
めの間を念
入りにこす
ります。

④指の間を
洗います。

⑤親指と手
のひらをね
じり洗いし
ます。

⑥手首を洗
います。

ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
剤
で
消
毒
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
人
の
出
入
り
が
多
い
公
共
の
施

設
な
ど
に
は
、
入
口
に
消
毒
剤
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
活
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
着
用
の
効
果

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
と
き
は
、

自
分
の
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
飛
散
さ
せ
な
い

よ
う
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
な
ど
が
、

人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
と
し
て

重
要
で
す
の
で
、「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」と
し

て
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
で
、

口
や
鼻
に
手
が
触
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
、
接
触
感
染
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

インフルエンザ感染と感染拡大を防ぐために私たちにできる対策
【感染を拡大させないためにできること】

○咳やくしゃみといった症状があるとき
　は、マスクを必ず着用しましょう。
○咳やくしゃみが出るときは、ティッ
　シュなどで口と鼻をおおい、ほかの人
　から顔をそむけ２ｍ以上離れましょう。
○鼻水やたんなどを含んだティッシュは、
　すぐにゴミ箱に捨てましょう。
○咳やくしゃみをする際に押さえた手や
　腕は、その後直ちに洗いましょう。手
　を洗う前には、不必要な物に触れない
　ようにしましょう。
○咳をしている人には、マスクの着用を
　積極的に促しましょう。

○インフルエンザ症状がある人は、感染  
　させる恐れがあります。仕事や学校を
　休んで、自宅療養に努めましょう。
※大流行期においては、軽度患者は、自宅
　療養となります。

【感染を防ぐためにできること】

○自宅に帰ったらうがい、手洗いを
　行いましょう。

○栄養のバランスの取れた食事をし
　ましょう。
○適度に運動をしましょう。
○しっかり休養し、疲れを残さない
　ようにしましょう。

○感染拡大を防ぐため、不要不急の
　外出を控えましょう。
○人が多く集まる場所をなるべく避
　けましょう。
○不要の外出を避けるため、インフ
　ルエンザ対策物品・食料品などの
　備蓄を準備しま
　しょう。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
く
正
し
い
予
防
方
法
を

知
っ
て
習
慣
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
染
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
マ
ス
ク
は
、
１
日
１
枚
を
使
い
捨
て

　

マ
ス
ク
を
洗
濯
し
た
り
、
消
毒
し
た
り

し
て
、
再
び
使
用
す
る
こ
と
は
勧
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
流
行
時
期
に
は
、
マ
ス
ク
が
品

薄
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め

に
、
一
人
当
た
り
20
〜
25
枚
の
備
蓄
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　　

平
戸
市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
強
毒
性
）対
策
と
し
て
、「
平
戸
市
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画｣

や
大

流
行
時
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ

た
め
の
、｢

業
務
継
続
計
画｣

を
策
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お
け

る
感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
海
外
で
発
生
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
４
月
30
日
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
次
の
よ

う
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
保
健
セ
ン
タ
ー
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　

ザ
相
談
窓
口
を
開
設

②
市
民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
、
チ
ラ
シ
に

　

よ
る
基
本
的
な
予
防
対
策
の
周
知
と
情

　

報
提
供

③
ホ
テ
ル
・
旅
館
関
係
に
お
け
る
感
染
防

　

止
策
の
周
知
と
発
症
国
か
ら
の
旅
行
者

　

把
握

④
公
共
施
設
に
消
毒
剤
の
設
置

⑤
学
校
で
の
う
が
い
や
手
洗
い
な
ど
の
予

　

防
の
徹
底

　

し
か
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
拡
大
と
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
に
は
、
行
政
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
で

き
ま
せ
ん
。
市
民
の
み
な
さ
ん
や
関
係
機

関
と
一
緒
に
協
力
し
て
、
事
前
に
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①鼻と口を確実に覆
うようにマスクを着
ける。②マスクの鼻部
分を鼻筋にフィット
させる。③ゴムひもで
耳にしっかりと固定
する。

④片耳のゴムを持ち、
顔から外す。反対側
のゴムひもを持ち、
顔から外す。
※マスク表面に触れ
ないように注意する。
⑤表面に触れないよ
うにビニール袋に入
れて口を閉じて捨て
るか、ふたのついた
ゴミ箱に入れる。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

市
の
感
染
拡
大
予
防
対
策

平戸市保健センター
保健師　永田　恭子

１～ 2ｍ

飛沫感染

感染者 免疫がない人

■新型インフルエンザの
　　　　　　主な感染経路

※写真はイメージです。

　

家
庭
用
マ
ス
ク
に
は
、
不
織
布
製
マ

ス
ク
と
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
る
ウ

イ
ル
ス
拡
散
や
ウ
イ
ル
ス
侵
入
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
不
織
布
製
マ
ス
ク
の
方
が

効
果
が
あ
る
と
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

④

⑤

①

②

③

④

⑤

⑥

②

③

特集・油断禁物インフルエンザ特集・油断禁物インフルエンザ

▲不織布製マスク

▲ガーゼマスク

①感染させないための「咳エチケット」 ③正しい衛生習慣を心がけましょう

④抵抗力をＵＰしましょう

⑤不必要な外出などを控えましょう
      【流行拡大期の対応】

②発熱と咳がある人は自宅療養を
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普
段
か
ら
病
気
に
対
す
る
予
防

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事

　

光
の
園
保
育
園
で
は
、
３
年
前
か
ら
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
対
策
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
手
洗
い
と
う
が
い
を
習
慣

に
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
登
園
し
て
き
た
ら
、
子
ど
も
た

ち
は
、
真
っ
先
に
手
洗
い
と
う
が
い
を
し

ま
す
。
食
事
の
前
に
も
、
行
っ
て
い
ま
す
。

手
洗
い
は
、
洗
面
所
に
貼
っ
て
あ
る
手
洗

い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
な
が
ら
、
み
ん
な
15

秒
以
上
か
け
て
念
入
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

家
に
帰
っ
た
ら
ま
ず
手
洗
い
と
う
が
い

を
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
保
護

者
か
ら
は
、「
子
ど
も
が
、
帰
っ
て
き
た

家
庭
で
も
予
防
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い

　

９
月
の
始
業
式
の
際
に
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
注
意
を
促
し
、
学
校

全
体
で
、
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

給
食
前
の
手
洗
い
と
う
が
い
の
予
防
対

策
に
加
え
、
現
在
は
、
登
校
す
る
前
に
家

庭
で
、
子
ど
も
た
ち
の
体
温
を
測
っ
て
も

ら
い
、
家
庭
で
ち
ょ
っ
と
し
た
子
ど
も
の

体
調
の
変
化
を
気
に
か
け
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
１
学
期
に
比
べ
、

学
校
に
い
る
間
に
具
合
が
悪
く
な
り
、
保

安
定
供
給
を
図
る
た
め
の
対
策

　
九
州
電
力
株
式
会
社
平
戸
営
業
所
で

は
、
５
月
に「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
緊

急
対
策
部
」を
設
置
し
、
組
織
で
の
対
応

を
と
っ
て
い
ま
す
。
従
業
員
へ
の
予
防

対
策
と
し
て
、
出
社
前
に
家
族
を
含
め

た
体
温
の
チ
ェ
ッ
ク
や
外
勤
後
の
手
の

消
毒
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
時
に
備
え
て
の
マ
ス
ク

な
ど
の
物
品
備
蓄
に
併
せ
て
、
電
力
会

社
と
し
て
、
電
力
を
安
定
供
給
す
る
た

め
に
最
低
限
必
要
な
人
員
を
事
前
に
把

握
し
、
業
務
継
続
の
実
施
基
準
を
定
め
、

段
階
に
応
じ
、
優
先
業
務
の
み
を
実
施

す
る
な
ど
の
事
業
継
続
計
画
を
定
め
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

私
た
ち
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

第３章

ら
、
す
ぐ
に
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る
の

で
、
家
族
み
ん
な
で
す
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
い
う
声
を
も
ら
い
ま
し
た
。
手
洗

い
と
う
が
い
は
、
子
ど
も
を
褒
め
て
や
り

な
が
ら
、
家
族
み
ん
な
で
習
慣
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
食
中
毒
や
ほ
か
の
感
染
症
予
防

対
策
を
含
め
て
、
日
常
的
に
ド
ア
ノ
ブ
や

ト
イ
レ
、
各
ク
ラ
ス
、
調
理
室
な
ど
の
消

毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
を
始
め

て
か
ら
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
者
は
減
っ
て
い
ま
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
も
、
日
ご
ろ
か
ら
予
防
対
策
を

行
っ
て
い
れ
ば
、
少
し
で
も
感
染
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

１
歳
６
か
月
児
健
診
に
来
た

小
さ
い
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ

ん
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
を
持
つ
お
母

さ
ん
は
、
季
節
性
と
新
型
で
は

何
が
違
う
の
か
、
子
ど
も
が
感

染
し
た
ら
重
症
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
不
安
、
か
か
っ

た
時
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

な
ど
の
心
配
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
わ
か
り
ま
し
た
。

　

地
域
的
な
問
題
と
し
て
は
、

小
児
科
の
不
足
も
あ
り
、
子
ど
も
の
感
染

者
が
大
幅
に
増
加
し
た
場
合
に
、
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
と
い
う
心
配
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
普
段
か
ら
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
話
の

中
で
も
、
近
く
に
小
児
科
の
病
院
が
な
く
、

時
間
を
か
け
て
病
院
ま
で
行
く
の
が
大
変

と
い
う
話
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
夜
間
に
症
状
が
出
た
と
き
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

保
育
園
、
小
学
校
、
事
業
所
を
取
材
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

診
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
心
配
で
す
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
夜
間
に
関
し
て

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
、

お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
病

院
に
連
れ
て
い
っ
た
方
が
い
い
の
か
迷
う

そ
う
で
す
。

　

今
回
の
話
か
ら
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
抱

え
て
い
る
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
受

診
体
制
や
最
新
の
情
報
を
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
予
防
対
策
と
併
せ
て
周
知
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
事
前
の
対
策
と
し

て
は
重
要
な
こ
と
だ
と
改
め
て
分
か
り
ま

し
た
。　
　

※

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
夜
間
の
病
気
で

　

迷
っ
た
場
合
に
、
電
話
で
小
児
救
急
電

　

話
相
談
事
業
の「
♯
８
０
０
０
」（
相
談

　

時
間
午
後
７
時
〜
午
前
８
時
）に
か
け

　

る
と
、
看
護
師
な
ど
が
病
気
へ
の
対
処

　

方
法
や
応
急
処
置
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

　

ス
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
ぜ

　

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

健
室
に
来
る
児
童
は
確
実
に
減
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
ち
ょ
っ
と
し
た
体
調
の
変

化
に
目
を
配
っ
て
、
体
調
が
悪
い
と
き
は
、

無
理
を
せ
ず
に
早
め
に
休
ま
せ
る
こ
と
が

大
事
で
す
。　
　

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
学

校
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
感
染
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
も
外
か
ら
帰
っ

て
き
た
ら
、
家
族
で
手
洗
い
や
う
が
い
な

ど
の
予
防
を
徹
底
す
る
こ
と
が
一
番
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
流
行
が
始
ま
り
感
染
者
が
増
え
、

学
級
閉
鎖
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
際
の
家
庭
で
の
対
応
を
、
事
前

に
考
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
所
で
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
大
流
行
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、

感
染
拡
大
防
止
策
な
ど
の
対
策
が
求
め
ら

て
い
ま
す
。

　

流
行
時
の
従
業
員
の
欠
勤
や
取
引
先
の

休
業
、
原
材
料
の
不
足
な
ど
を
想
定
し
た

運
営
体
制
整
備
を
あ
ら
か
じ
め
取
り
ま
と

め
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
食
料
品
、
生
活
必
需

品
を
取
り
扱
う
事
業
者
は
、
社
会
的
な
機

能
と
し
て
、
流
行
時
も
事
業
の
継
続
を
求

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
か
ら
の
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
流
行
前
お
よ
び
流
行
時
の
対

策
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
ど

が
非
常
に
重
要
で
す
。

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
前
の
準
備

●
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
の
物
品
の
備
蓄

●
従
業
員
の
健
康
管
理
の
強
化

●
感
染
し
た
場
合
の
職
場
へ
の
連
絡
体
制

●
手
洗
い
の
徹
底

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
後
の
準
備

● 

情
報
収
集
お
よ
び
周
知

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
中
止
ま
た
は
延
期
、

　

必
要
に
応
じ
た
業
務
の
縮
小
、
従
業
員

　

な
ど
の
自
宅
待
機
な
ど
の
予
防
対
策

※

市
、
県
、
国
な
ど
が
提
供
す
る
情
報
を

　

随
時
入
手
し
、
適
切
な
行
動
を
と
る
こ

　

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

光
の
園
保
育
園

平
戸
小
学
校

九
州
電
力　

平
戸
営
業
所

Topics

事
業
所
・
職
場
で
の
対
策

■  interview

■  interview

■  interview

社会福祉法人聖婢姉妹会
光の園保育園　看護師　

藤原さち子さん

平戸市立平戸小学校
養護教諭

森田　祥子先生

丸本　敏彦さん

～インフルエンザに関する疑問などを、
小さい子どもを持つお母さんに聞きました。～

１

2

3

浅
田　

利
香
さ
ん　

　
　
　

秀
斗
く
ん　

戸
石
川
町

　
　
　
　

井
芹　

徳
子
さ
ん　

鏡
川
町

　
　
　

悠
人
く
ん

　
　
　
　

「
季
節
性
と
新
型
で
は
何
が

違
う
の
か
が
、
な
か
な
か

分
か
り
に
く
い
で
す
」

「
子
ど
も
が
か
か
っ
た
時
は
、

ど
う
し
よ
う
と
不
安
に

思
っ
て
い
ま
す
」

九州電力株式会社
平戸営業所
営業グループ長

特集・油断禁物インフルエンザ 特集・油断禁物インフルエンザ

▲保育園に来たら、まず
手洗いとうがいをします。

▲みんなで、並んでうがい
を上手にしています。

▲手洗いうがいをして給食をいただきます。

▲みんなで手洗いをしてウイルスを撃
退して、インフルエンザを予防しよう。
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現
在
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
多
く
の

　
　

人
が
集
ま
る
催
し
も
の
な
ど
に
つ
い

て
、
自
粛
要
請
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
の
感
染
の
状
況
を
考
慮
し
て
開
催
を
決

定
す
る
と
と
も
に
、
発
熱
症
状
や
体
調
不

良
の
人
に
は
、
参
加
や
観
戦
を
遠
慮
し
て

も
ら
う
よ
う
に
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
な
る
べ
く
人
と
人
と
が
近
い
距

離
で
接
触
し
な
い（
目
安
と
し
て
対
面
距

離
１
〜
２
メ
ー
ト
ル
）よ
う
に
す
る
な
ど

の
注
意
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　

店
舗
な
ど
は
多
く
の
人
が
出
入
り
す

　
　

る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん
で

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
外
部
か
ら

の
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

出
入
口
に
消
毒
液
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。
し
か
し
、
基
本
的
に

は
個
人
で
の
感
染
予
防
が
重
要
で
す
の

で
、
外
出
先
か
ら
帰
宅
し
た
ら
す
ぐ
に
手

洗
い
と
う
が
い
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
　

患
者
は
な
る
べ
く
家
族
と
は
別
の
個

　
　

室
で
静
養
す
る
こ
と
と
し
、
マ
ス
ク

の
着
用
や「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」を
心
が
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
は
、
手
洗

い
と
う
が
い
、マ
ス
ク
の
着
用
を
徹
底
し
、

患
者
の
看
護
を
し
た
後
は
、
必
ず
石
け
ん

に
よ
る
手
洗
い
、
ま
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
製

剤
に
よ
る
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
は
、
イ
ン
フ

　
　

ル
エ
ン
ザ
発
病
後
急
に
病
状
が
悪
く

な
る
病
気
で
、
主
に
５
歳
以
下
の
乳
幼
児

が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
の
症
状
の
初
期
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
症
状
に
加
え
て
、①
呼
び
か
け
に

答
え
な
い
な
ど
の
意
識
障
害
、②
意
味
不

明
の
言
動
、③
持
続
性
の
け
い
れ
ん
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
た
際
に

は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
強
い
解
熱
剤
に
よ
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
脳
症
が
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
解
熱
剤
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
し
て
用
い
ま
し
ょ
う
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
毎
年
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
費
用
を
一
部

助
成
し
て
い
ま
す
。

注
意
！
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○接種期間　10月１日（木）～平成22年１月30日（土）

剤
に
よ
る
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う

現
在

、

ポ

大
会
や
多

感
染
者
数
増
加
の
懸
念

　

世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
た
ア
ジ
ア
か

ぜ
の
流
行
は
、
２
波
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
。
第
１
波
は
夏
季
で
、
第
２
波
は
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
流
行
し
、
第
２
波
の
方
が
、

重
症
化
の
被
害
は
拡
大
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ
１

Ｎ
１
）も
予
測
で
は
あ
り
ま
す
が
、
夏
に

か
け
て
流
行
し
て
、
通
常
の
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
冬
に
、

再
び
流
行
す
る
よ
う
な
類
似
傾
向
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
多
く
の
人

が
免
疫
を
持
た
な
い
た
め
、
急
速
に
感
染

が
広
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
弱
毒
性

で
ほ
と
ん
ど
は
軽
症
で
治
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

も
毎
年
、
多
く
の
人
が
感
染
し
死
亡
者
も

で
て
い
ま
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

併
せ
て
感
染
者
も
増
加
し
、
比
例
し
て
重

症
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
で
き
ま
す
。

国
内
で
強
毒
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ

変
異
す
る
可
能
性
は
低
い

　

現
在
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、
日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の

　
　
　

　
　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の

　
　
　

本
国
内
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ
５

Ｎ
１
）の
よ
う
な
高
い
致
死
率
の
強
毒
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
、
変
異
す
る
可
能
性

は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
既
に
感
染
者
数
が
多
い
ア
メ

リ
カ
や
南
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
っ

た
国
で
、
そ
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
他
国

で
強
毒
化
に
変
異
し
た
場
合
は
、
ウ
イ
ル

ス
を
日
本
国
内
に
持
込
ま
せ
な
い
対
策
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
国
内
で
強
毒
性

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
外
出
禁
止
な
ど
の
社
会
生
活
の
制
限

な
ど
で
、
徹
底
的
に
封
じ
込
め
る
対
策
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

冷
静
な
対
応
で
ま
ず
は
電
話
相
談

　

現
時
点
で
は
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出

た
場
合
で
も
、
冷
静
な
判
断
を
し
て
欲
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
夜
間
の
場
合

に
は
、
受
け
入
れ
先
の
医
療
機
関
に
も
限

り
が
あ
る
の
で
、
軽
症
の
人
が
救
急
外
来

に
押
し
掛
け
る
と
、
病
院
が
対
応
で
き
ず

に
重
症
の
人
な
ど
の
治
療
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
発
熱
直
後
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
診
断
検
査
を
し
て
も
陽
性
反
応
が
出
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
定
の
時
間

を
置
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
受

診
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま

た
は
医
療
機
関
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相

談
し
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
病
状
に

不
安
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
の
相
談
窓
口

あ
る
い
は
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
、
電
話

で
相
談
す
る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
拡
大
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
自
宅
か
ら
外
出
せ
ず
に

社
会
活
動
を
停
止
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

　

し
か
し
、
現
代
社
会
で
は
、
強
毒
性
の

場
合
以
外
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
で
は
一
定

の
基
準
で
学
級
閉
鎖
や
休
校
な
ど
の
措
置

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
施
設
な
ど
で
は
、
感
染
者

が
出
る
と
被
害
が
広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
施
設
職
員
な
ど
は
、
感
染
対
策

に
気
を
付
け
る
で
し
ょ
う
が
、
面
会
に
来

る
人
な
ど
外
部
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
持
込
が

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
流
行
が
拡
大
し
た

場
合
に
は
、
外
部
の
人
の
入
室
を
規
制
す

る
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
疑
い

の
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
患
者
と
入
り
口
を

分
け
る
な
ど
の
対
策
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
北
松
中

央
病
院
で
は
、
平
戸
・
北
松
地
区
の
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
の
初
期
段
階
で
の
感
染
者
の
入
院
は
、

病
棟
を
分
け
て
治
療
に
あ
た
る
な
ど
の
対

策
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
医
療
従
事
者
へ
の
感
染
を
防
ぐ

対
策
と
し
て
、
病
院
内
で
の
感
染
防
止
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
従
事
者
の
家
族
へ
の

マ
ス
ク
配
布
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
の

感
染
を
防
ぐ
対
策
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
の
予
防
意
識
の
徹
底

　

こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は

一
気
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

同
じ
よ
う
に
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
と
い
っ

た
予
防
や
感
染
し
た
人
は
う
つ
さ
な
い
よ

う
に
外
出
を
避
け
る
な
ど
と
い
っ
た
基
本

的
な
対
策
を
、
み
な
さ
ん
で
も
う
一
度
、

確
認
し
直
す
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

地方独立行政法人
北松中央病院（地域災害拠点病院）

東山康仁理事長　
長崎大学医学部卒業、本年 4月から
理事長に就任。専門は呼吸器内科と
感染症

INTERVIEW

地域災害拠点病院

東山
聞く

理事長に

第 4章ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
ら

相
談
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ1

Ｑ2Ｑ3

う

感
染
者
が
自
宅
で
の
治
療
と

な
っ
た
場
合
、
家
族
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

店
を
経
営
し
て
い
ま
す
が
、
店
内

に
消
毒
液
な
ど
を
置
い
た
ほ
う
が

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

催
し
な
ど
は
中
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
。

ＡＡ Ａ

Ａ Ａ
＆

Ａ

　
　

持
病
の
あ
る
人
な
ど
、
感
染
す
る
こ

　
　

と
で
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
の
あ
る
人

は
、
な
る
べ
く
早
め
に
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
も
と
も
と
健
康
な
人
で
も
、
次

の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に

電
話
で
の
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

窓
口
は
、30
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
呼
吸
が
速
く
息
苦
し
そ
う
に
し
て
い
る 

●
顔
色
が
悪
い（
土
気
色
、
青
白
い
な
ど
） 

●
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る 

●
落
ち
着
き
が
な
い
、
遊
ば
な
い 

●
反
応
が
鈍
い
、
呼
び
か
け
に
答
え
な
い

●
意
味
不
明
の
言
動
が
み
ら
れ
る 

●
症
状
が
長
引
い
て
悪
化
し
て
き
た 

●
呼
吸
困
難
ま
た
は
息
切
れ
が
あ
る 

●
胸
の
痛
み
が
続
い
て
い
る 

●
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る 

●
３
日
以
上
、
発
熱
が
続
い
て
い
る 

子
ど
も

大　

人

Ｑ

特集・油断禁物インフルエンザ特集・油断禁物インフルエンザ

　　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー
ビ
ス
班

　
　

☎
28　

１
０
０
０

■　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

65歳以上の
高齢者
※一部60歳以上

１歳から小学校
就学前までの幼
児

接種回数 接種料金 接種方法　※要事前予約対象者

１人１回

１人２回
（１回目から２
回目の間隔は
１～４週）

自己負担
1,000円
公費負担
2,500円

自己負担
1,000円
公費負担
1,500円

市内医療機関、市外医療機関
では、坂口こどもクリニック
（松浦市）、やまぐち小児科
（佐々町）で接種可
※母子健康手帳が必要です。

県内の医療機関で接種可

※一部の医療機関は平成22年１月29日（金）まで
問

Ｑ4Ｑ5

－
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事
前
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
対
策

が
必
要

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ
１
Ｎ
１
）

の
感
染
者
数
は
、
９
月
に
入
り
学
校
の
新

学
期
も
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に

も
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も

学
校
な
ど
の
集
団
感
染
が
発
生
し
、
学
級

閉
鎖
な
ど
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
平
戸
地

域
で
は
、
９
月
24
日
時
点
で
は
、
集
団
感

染
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
新
型

に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
免
疫
を

持
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
秋
以
降
に
多
く

の
人
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
事
前
に
準
備
し

て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
に
な
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
基
礎
体
力
を
つ
け
て
お

く
こ
と
が
必
要

　

今
回
の
特
集
記
事
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
知
識
や
予
防
方
法
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
て
、
み
な
さ
ん
へ
の
対
策
を
周
知
し

て
い
ま
す
。
手
洗
い
や
マ
ス
ク
、
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
ら
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
う
つ
さ
な
い

た
め
の
基
本
の
対
策
に
な
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

と
同
様
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合

で
も
、
普
段
か
ら
の
予
防
に
努
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
は
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ（
Ｈ
１
Ｎ
１
）も
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
じ
よ
う
に
、
不
規
則
な
生
活
な

ど
で
体
力
が
落
ち
て
い
る
と
感
染
し
や
す

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
持
病
が
あ

る
人
や
体
力
が
低
下
し
て
い
る
人
が
、
感

染
し
た
場
合
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
撃
退
す
る

基
礎
体
力
が
な
い
た
め
、
重
症
化
す
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
普
段
か
ら
病

気
を
予
防
す
る
意
識
を
高
く
持
っ
て
、
健

康
に
生
活
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

健
康
維
持
の
た
め
の
健
診
受
診
や
規

則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
必
要

　

健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
健

康
診
断
の
受
診
や
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

を
、
日
ご
ろ
か
ら
心
掛
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
現
在
流
行
し
て
い
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
や
妊

婦
、
高
齢
者
、
子
ど
も
な
ど
が
重
症
化
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
人
は
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
な
ど
に
事
前
に
相
談

し
て
、
も
し
も
の
時
の
対
策
を

早
め
に
す
る
な
ど
、
流
行
が
始

ま
っ
て
か
ら
対
策
を
す
る
の
で

は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
病
気
に
対

す
る
予
防
対
策
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

受
診
す
る
前
に
は
必
ず
事
前
の
電
話

相
談
を

　

感
染
し
た
か
な
と
思
っ
た
場
合
は
、S

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
い
く
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
電
話
相
談
を
行
っ
て
、
受
診
方
法

の
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

受
診
す
る
場
合
に
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
、
ほ
か
の
人
に
う
つ
さ
な
い
対
策
を

鳥
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
夜
間
の
場
合
は
、
ど
う
し
て
も

医
療
機
関
の
体
制
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。

大
流
行
時
に
は
、
重
症
化
し
て
い
る
人
が

受
診
で
き
な
い
こ
と
が
生
じ
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
夜
間
の
受
診
は
避
け
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
昼
間
に
体
調
が
悪
い

な
ど
の
前
兆
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
夜
間

に
な
っ
て
急
に
体
温
が
上
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
、
夜
は
安
静
に
休
息
す
る
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平戸市保健センター
押淵　徹　所長

INTERVIEW

平戸市保健センター

押淵
聞く

所長に
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※

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
感
染
症
の
世
界
的

　

大
流
行
）と
は･･･

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
病
気

が
、
地
球
規
模
で
大
流
行
す
る
こ
と
を

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
、
遺
伝
子
の
変
異
な
ど
に
よ
り

人
に
感
染
す
る
タ
イ
プ
と
な
り
、
そ
れ

が
、
人
か
ら
人
へ
と
感
染
す
る「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
」が
発
生

し
、
地
球
規
模
に
感
染
が
拡
が
っ
た
場

合
と
な
り
ま
す
。

も
し
も･･･

強
毒
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

世
界
的
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）

が
起
こ
っ
た
ら･･･

　

強
毒
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
パ

　

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
起
こ
り
う
る
最
悪

　

の
事
態 

　

強
毒
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
５
Ｎ
１
）は
、
呼
吸
器
・
消
化
器
の
み

な
ら
ず
全
身
臓
器
に
感
染
し
、
多
臓
器
不

全
を
起
こ
し
、
高
い
死
亡
率
を
示
す
恐
ろ

し
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
は
こ
れ
ま

で
は
、
な
か
な
か
耳
に
す
る
機
会
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
専
門
家
の
見
解
で
は
、
地
震

と
同
じ
よ
う
に
、「
本
当
に
起
こ
る
の
か
」

で
は
な
く
、「
い
つ
起
こ
る
の
か
」と
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

む
や
み
に
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
備
え
だ
け
は
し
て
置
く
の
が
賢
明
で

す
。
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
備

え
は
行
き
渡
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
す
る
備
え
は
、
ま
だ

ま
だ
充
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ｈ
１
Ｎ
１
）は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
比
較

的
軽
い
症
状
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
、
強

毒
性
に
変
異
す
る
可
能
性
や
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
強
毒
性
の
ウ
イ
ル
ス

が
国
内
に
入
っ
て
く
る
可
能
性
も
否
定
で

き
ま
せ
ん
。

　

も
し
も
の
時
の
対
策
を
、
日
ご
ろ
か
ら

心
掛
け
て
お
く
こ
と
で
冷
静
な
対
応
を
と

り
、
感
染
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■　

流
行
初
期
の
対
応

■　

大
流
行
時
の
対
応

①
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
、
国
、
県
、

　

市
が
発
表
す
る
正
確
な
情
報
を
入
手

　

し
ま
し
ょ
う
。

②
学
校
や
保
育
園
な
ど
が
休
止
と
な
っ

　

た
場
合
、
子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
で

　

安
全
に
過
ご
せ
る
方
法
を
考
え
て
お

　

き
ま
し
ょ
う
。

③
緊
急
な
受
診
に
備
え
て
、
家
族
の
健

　

康
情
報
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

※

特
定
疾
患
の
有
無
、
現
在
服
用
し
て

　

い
る
薬
、
子
ど
も
の
予
防
接
種
歴
、

　

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

① 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
係
し
な
い
公
共

　

サ
ー
ビ
ス
の
停
止
、
公
共
交
通
機
関

　

の
運
行
の
停
止
、
商
店
の
閉
鎖
な
ど
、

　

あ
ら
ゆ
る
社
会
的
機
能
が
制
限
す
る

　

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時

　

の
対
応
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

②
必
要
な
も
の
が
買
え
な
く
な
る
可
能

　

性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
防
止
の
た
め

　

外
出
し
な
く
て
も
済
む
よ
う
前
も
っ

　

て
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

　

す
。
流
行
期
は
約
２
か
月
続
く
と
も

　

予
想
さ
れ
ま
す
。
外
出
を
減
ら
す
た

　

め
に
、
食
料
品
、
医
薬
品
な
ど
、
少

　

な
く
と
も
約
２
週
間
分
を
目
安
に
備

　

蓄
し
ま
し
ょ
う
。

特集・油断禁物インフルエンザ
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感染したかなと思ったときの感染したかなと思ったときの
相談方法について相談方法について
感染したかなと思ったときの
相談方法について

②　基礎疾患など※１を有する場合
急な発熱と咳やのどの痛みなどの症状がある

かかりつけの医師
基礎疾患などのある人は、まず、かかりつけの医師
に電話で問い合わせて、受診時間などの指示に従う。
夜間などの発熱の場合についても、あらかじめどの
ようにするかを決めておくことが望ましい。

①　基礎疾患など※１を有しない場合

急な発熱と咳やのどの痛みなどの症状がある

はい いいえ

電話での相談

かかりつけの医師
かかりつけ医師がいる
場合は、電話で問い合
わせて、受診時間など
の指示に従う。

各種相談窓口
相談先一覧窓口に電話
で受診方法を尋ねる。

受　診

③　妊婦の場合
急な発熱と咳やのどの痛みなどの症状がある

事前に電話相談

かかりつけの産科医師

あらかじめ産科医師から、初診
時や定期診察のときに、新型イ
ンフルエンザについての説明を
受ける。疑う症状が出た場合に、
相談する産科以外の一般医療機
関を決めておく。
　また、夜間などの発熱の場合
においても、事前にどのように
するかの対策を決めておく。

※妊婦から妊婦へ
の感染を極力避け
るため、原則とし
てかかりつけ産科
医療機関を直接受
診することを避
け、一般医療機関
にあらかじめ電話
をしてから受診す
る。

※１　ここでいう基礎疾患などとは、新型インフルエ
ンザに感染することで重症化する危険性が高い人をい
いいます。幼児や高齢者、慢性呼吸疾患・慢性心疾患・
糖尿病・腎機能障害・免疫機能不全などを有しており、
治療経過や管理の状況などを勘案して、医師により重
症化の危険性が高いと判断される人です。

◎受診するときの注意点
　まず、かかりつけの医師などに、あらかじめ電話で相
談してから、医療機関で受診してください。受診の際には、
必ずマスクを着用してください。
　急な発熱の場合は、12～ 24時間経過しないと、検査
でインフルエンザの判定が出ないことがあります。

第 6章

かかりつけの医師がいる

電話での相談

受　診

受　診

急な発熱で医療機関を受診する場合は
必ず事前に電話相談をしてください。
◎受

急急
必PointPoint　Point　

◎夜間での受診はなるべく避ける
　軽症の人が、夜間の救急などに詰め掛けると、重症
の人が必要な治療を受けられなく恐れがあります。

□インフルエンザに関する相談窓口□インフルエンザに関する相談窓口
平戸市新型インフルエンザ相談窓口
（平戸市保健センター　☎28-1000）
発熱相談センター
（長崎県県北保健所　☎57-3933）
※現時点では、夜間・休日相談は開設していません。

□夜間時の子どもの急な病気に困ったら

特集・油断禁物インフルエンザ

♯ 8 0 0 0 小児救急電話相談事業
【相談時間午後 7時～午前 8時】

このキーワードで検索厚生労働省　インフルエンザ

□インフルエンザ最新情報
厚生労働省のインフルエンザホームページ

全国同一の短縮番号

Interview

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

て
い
る
人
が
い
ま
す
。
塚
本
勇
さ
ん
で
す
。

学
生
時
代
に
野
球
や
バ
ス
ケ
、
陸
上
、
剣

道
、
相
撲
と
、
複
数
の
部
活
を
か
け
持
ち

す
る
ほ
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
人
で
す
。

　

い
っ
た
ん
東
京
で
就
職
し
ま
し
た
が
、

24
歳
で
帰
郷
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
一
緒
に

楽
し
む
と
、
よ
り
深
い
付
き
合
い
が
で
き

る
」と
実
感
し
て
い
た
塚
本
さ
ん
は
、
若

い
人
か
ら
年
配
の
人
ま
で
参
加
で
き
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
リ
ー
グ
戦
を
始
め
ま
し
た
。

　

35
歳
過
ぎ
か
ら
は
、
よ
り
負
担
の
少
な

い
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
、

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
女
性
が

気
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　中部体育振興会会
長。スローピッチ中
部地区愛好会副会長。
　趣味は、たまに行
く船釣り。
　「次にチャレンジし
たいスポーツは？」
と尋ねると「ロック
クライミング」と答
えてくれました。

の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
交
流
の
楽
し
さ
を
広
げ
、
各
種
大
会

の
開
催
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ナ
イ
タ
ー
代
わ
り
に
車
の
ラ
イ

ト
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
魚
網

を
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
代
わ
り
に
使
っ
た
り
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
熱
心
な
活
動

が
認
め
ら
れ
て
、
中
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
環

境
整
備
も
整
い
ま
し
た
。

　

発
起
人
と
し
て
、「
お
陰
さ
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
と
声
を
か
け

ら
れ
る
こ
と
が
最
高
に
う
れ
し
い
」と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
は
気
分
を
晴
れ
や
か
に
し

人
と
人
を
親
し
く
結
び
つ
け
ま
す

塚
本　

勇
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
好
き
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
り
ま
し
た

生涯学習実践人
塚本  勇さん
◎朶ノ原町（60）

つ
か　

も
と　
　
　

  

い
さ
む
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▲　写真上、右：夕方、アゴ漁に出港した漁
船が舘浦漁港に帰港すると、港は一気に活気
に溢れる。水揚げしたアゴを、一斉に手早く
仕分けして出荷するトラックに積み込む。
▼写真下：アゴ漁は、２隻が並んで一定の間
隔を保ちながら、アゴの群れに合せて曳き網
を引いて操業を行う。

アゴ漁のほか、イカ
釣りや一本釣りを営
む。小型漁船団長時
代は、「資源管理」
の重要性を説き、カ
サゴの放流などを推
進してきた。

舘浦漁協
前小型漁船団長

坂本　砂雄さん

◎生月町山田免(66）

13 年前から平戸海上
ホテルに勤務。常に平
戸産の食材を使った
料理を追求している。
現 在 は、新 た な メ
ニューの「平戸産ブリ
しゃぶ」が好評。

平戸海上ホテル
調理長
中村　友文さん

◎佐世保市（62）

アゴだしは、素材のおいしさをアゴだしは、素材のおいしさを
活かす最高級の逸品活かす最高級の逸品

◎アゴは、平戸を代表する
魚で塩干しや焼きアゴとし
て加工される。アゴは、体
を軽くするために脂肪分は
少なく、タンパク質が多い。
そのタンパク質がアミノ酸
に分解されてうまみが増す
ことから、だし用の焼きア
ゴは、最高級品としての評
価が高い。

ア
ゴ
漁
は
平
戸
の
秋
を
告
げ
る
風

物
詩

　

夏
の
日
差
し
が
弱
ま
り
、「
ア
ゴ
風
」

と
呼
ば
れ
る
北
東
の
風
が
吹
き
始
め
る
と
、

平
戸
沿
岸
で
は
、
平
戸
の
秋
の
風
物
詩
で

あ
る
ト
ビ
ウ
オ（
ア
ゴ
）の
群
れ
を
追
う

漁
船
の
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ア
ゴ
は
、
秋
に
な
る
と
季
節
風
と
と
も

に
、
日
本
海
の
山
陰
沖
付
近
か
ら
南
下
し
、

平
戸
瀬
戸
や
生
月
瀬
戸
を
通
っ
て
五
島
列

島
付
近
へ
と
回
遊
し
ま
す
。
ア
ゴ
漁
は
、

平
戸
沿
岸
を
通
る
群
れ
を
、
２
隻
の
漁
船

で
ひ
と
つ
の
曳
き
網
を
引
っ
張
る「
船
曳

き
網
漁
」と
い
わ
れ
る
漁
法
や
定
置
網
で

漁
獲
し
て
い
ま
す
。　
　

　

平
戸
市
で
の
ア
ゴ
の
漁
獲
量
は
、
年
に

よ
っ
て
変
動
が
あ
る
も
の
の
、
多
い
年
で

は
１
０
０
０
ト
ン
を
超
え
る
な
ど
、
全
国

の
市
町
村
で
も
一
番
の
漁
獲
量
を
誇
っ
て

い
ま
す
。

　

ア
ゴ
は
主
に
、
天
日
で
乾
燥
さ
せ
た

「
塩
干
し
」、
炭
火
で
焼
い
た「
焼
き
ア

ゴ
」な
ど
と
し
て
加
工
さ
れ
ま
す
。「
焼

焼
き
ア
ゴ
の
だ
し
は
最
高
級
の

逸
品　

　

平
戸
の
代
表
的
な
魚
で
あ
る
ア
ゴ

は
、
北
部
九
州
で
は
、
古
く
か
ら
正

月
用
の
雑
煮
な
ど
の
だ
し
と
し
て
欠

か
せ
な
い
ほ
ど
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

平
戸
の
焼
き
ア
ゴ
は
、
炭
火
を
使

い
手
間
を
か
け
て
製
造
し
て
い
る
た

め
、
最
も
だ
し
の
良
し
悪
し
が
わ
か

る
吸
い
物
に
使
っ
た
時
に
、
鰹
節
な

ど
の
だ
し
よ
り
う
ま
み
が
あ
り
、
香

り
豊
か
な
風
味
で
す
。
ま
た
、
上
品

な
味
わ
い
の
た
め
か
、
一
緒
に
調
理

す
る
野
菜
な
ど
素
材
の
お
い
し
さ
を
、

一
段
と
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

当
ホ
テ
ル
で
も
ア
ゴ
を
使
っ
た
料

理
を
提
供
し
、
大
変
好
評
を
得
て
い

ま
す
が
、
産
地
で
あ
る
平
戸
な
ら
で

わ
の
最
高
の
お
も
て
な
し
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
ア
ゴ
）

ト
ビ
ウ
オ

◎材　料（約５人前）
　あご　焼きアゴ２尾（出汁４合用※１）
　　　　生干しアゴ５～６尾
　米３合
　具材　（しいたけ、にんじん、かぼちゃ、
　さつまいも、川内かまぼこ適量）
◎作り方
※１出汁（併せて約４合）　前日の晩から水に
浸しておいた焼きアゴのだしに、薄口醤油と
みりん50ccずつと酒少々を加えて一煮立ちす
る。①生干しアゴを焼き目が付く程度に焼
き身をほぐす。②米を洗い、食べやすい大
きさに切った具の材料を土鍋に入れる。③
焼いたアゴと出汁（約４合）を入れ、強火
で7分、弱火で12分炊いた後に、火を止
めて15分間蒸らす。

平戸飛魚飯

Vol - 04

平
戸
の
秋
を
告
げ
る
風
物
詩
の
ア
ゴ
漁

焼
き
ア
ゴ
は
、
香
り
豊
か
な
最
高
級
品

き
ア
ゴ
」の
だ
し
は
、
独
特
の
風
味
と
上

品
な
う
ま
み
の
あ
る
だ
し
が
と
れ
る
こ
と

か
ら
市
場
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

生
月
町
山
田
免
の
坂
本
砂
雄
さ
ん
。「
９

月
上
旬
か
ら
10
月
上
旬
ま
で
の
時
期
に
は
、

午
前
６
時
に
な
る
と
、
港
か
ら
一
斉
に
漁

船
が
出
港
し
ま
す
。
し
か
し
、
漁
に
出
る

船
は
多
い
時
と
比
べ
る
と
半
数
以
下
に

減
っ
て
い
ま
す
。
魚
価
の
低
迷
に
加
え
、

自
然
環
境
の
変
化
な
ど
の
影
響
で
漁
獲
量

が
減
っ
て
、
漁
業
の
収
入
が
安
定
し
て
い

な
い
た
め
後
継
者
も
育
ち
に
く
い
」と
坂

本
さ
ん
。

　

平
戸
を
代
表
す
る
魚
で
あ
る
ア
ゴ
、
こ

の
秋
の
風
物
詩
を
次
の
世
代
に
も
味
わ
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
自
然
環
境
な
ど
に

つ
い
て
、
も
う
一
度
見
つ
め
直
す
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Interview

【平戸飛魚飯】

チャレンジお手軽レシピ

春 夏 秋 冬
◎旬の時期

▲



◎一時保育の保育料（給食費、おやつ代含む）

年齢区分

０歳児
１･２歳児
３歳児
４･５歳児

利用料
（１日当たり）

1,700円
1,500円
1,200円
1,000円

給食費

300円
300円
200円
200円

合　計

2,000円
1,800円
1,400円
1,200円

広報ひらど 平成21年10月号 34Hirado City Public Relations,2009.1035

　保育園などに入園させることはまだ考えていないけれど、どうしても子供の面
倒をみることができないときってないでしょうか。いろいろな事情で子どもの面
倒をみることができない場合、保育園では入園していない子どもに対しても保育
を提供しています。今回は、保育園の一時保育や休日保育を紹介します。
■お問い合わせ　福祉事務所子育て支援班（内線☎2572）

No.6　家庭で子育て中の親子のための保育園活用術②

HappyHappy 子育て応援隊子育て応援隊Happy 子育て応援隊

▼
同
居
で
な
く
て
も
身
近
に
い
る
祖
父
母

　

今
年
１
月
に
、「
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」の
策
定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
質
問

で「
祖
父
母
な
ど
の
親
族
に
預
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
」と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

就
学
前
児
童
を
持
つ
家
庭
の
92
・
２
％
が
、

日
常
的
に
、
ま
た
は
緊
急
時
や
用
事
の
際

に
預
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

▼
預
け
る
の
が
申
し
訳
な
い
両
親

　

続
け
て
の
質
問
で「
祖
父
母
な
ど
の
親

族
に
気
兼
ね
な
く
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
」と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

「
祖
父
母
な
ど
に
対
し
て
精
神
的
や
身
体

的
に
負
担
を
か
け
て
い
る
」と
気
兼
ね
し

て
い
る
家
庭
が
、
62
・
２
％
い
ま
し
た
。

　

平
戸
に
住
ん
で
い
る
ほ
と
ん
ど
の
子
育

て
家
庭
は
、
祖
父
母
に
子
ど
も
を
預
け
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
祖
父
母
に
対
し
て
、
精
神

的
・
肉
体
的
に
負
担
を
か
け
て
い
る
と
心

配
し
た
り
、
時
間
を
制
約
さ
せ
て
し
ま
っ

た
り
し
て
い
る
こ
と
に
心
苦
し
い
と
思
っ

て
い
る
子
育
て
家
庭
が
半
数
以
上
い
ま
し

た
。

　

実
際
、
祖
父
母
自
身
に
も
、
孫
へ
の
愛

休日保育 Holiday Nurseries

普
段
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ

る
祖
父
母
。
両
親
の
心
境
は･･･

子
ど
も
を
預
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
子
育
て
マ
マ
の
事
情…

保
育
園
の
一
時
保
育
。

利
用
方
法
や
利
用
料
金
は
？

情
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
仕
事
や
家
事
、
地

域
活
動
で
忙
し
い
状
況
に
あ
り
、
小
さ
い

孫
の
子
守
り
を
す
る
の
は
、
精
神
的
、
肉

体
的
に
疲
労
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
転
勤
な
ど
で
平
戸
に
転
入
さ
れ

た
子
育
て
家
庭
な
ど
は
、
身
近
に
頼
る
祖

父
母
が
い
な
い
た
め
、
日
常
的
に
は
も
ち

ろ
ん
、
緊
急
時
や
用
事
が
あ
る
際
に
も
、

子
ど
も
を
容
易
に
預
か
っ
て
も
ら
え
な
い

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
子
育
て
中
の
マ
マ
に
と
っ
て
、

普
段
は
子
ど
も
を
預
け
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
っ

て
、
子
ど
も
を
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
マ
マ
が
病
気
や
け
が
を
し
た
り
、
出
産

　

し
て
入
院
し
た
り
す
る
場
合

②
マ
マ
が
家
族
を
介
護
し
て
い
る
場
合

③
マ
マ
が「
半
日
だ
け
働
き
た
い
」、「
週

　

に
２
〜
３
日
程
度
働
き
た
い
」と
就
労

　

を
希
望
す
る
場
合

④
子
ど
も
に
集
団
生
活
を
体
験
さ
せ
て
あ

　

げ
た
い
と
希
望
す
る
場
合

⑤
マ
マ
が
子
育
て
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

　

い
る
場
合
。
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ

　

な
い
子
ど
も
と
24
時
間
、
毎
日
一
緒
に

　

い
る
と
、
か
わ
い
い
わ
が
子
で
も
ス
ト

　

レ
ス
を
感
じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

保
育
園
の
一
時
保
育
は
、
保
護
者

が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
週
に
１
〜
３
日

働
い
て
い
て
保
育
を
必
要
と
す
る
人

や
、
保
護
者
の
傷
病
・
出
産
・
冠
婚

葬
祭
な
ど
に
よ
り
緊
急
に
保
育
が
必

要
に
な
っ
た
人
、
ま
た
育
児
な
ど
に

伴
う
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
を
解
消

す
る
た
め
に
保
育
を
必
要
と
す
る
人

の
た
め
、
一
時
的
に
保
育
を
す
る
制

度
で
す
。
ひ
と
月
の
利
用
は
、
14
日

以
内
に
な
り
ま
す
。

▼
利
用
方
法

　

利
用
す
る
際
は
、
所
定
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
登
録
を

し
て
か
ら
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

一
時
保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
利

用
し
た
い
保
育
園
に
直
接
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
連
絡
先
は
、
次
ペ
ー
ジ
の「
一

時
保
育
」実
施
保
育
園
一
覧
表
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

保育園名
愛の園保育所
潮香保育園
みのり保育園
光の園保育園
中野愛児園
宝亀保育園
東和愛児園
獅子保育園
中津良保育所
堤保育所
津吉保育所
小鳩保育園
平戸口社会館
若葉保育園
花園保育園
めばえ保育園
生月保育所
山田保育所
大島村保育所

住　所
鏡川町361
鏡川町127-1
鏡川町252
大久保町322-11
山中町391
宝亀町1407
紐差町690-1
獅子町1020-2
猪渡谷町722-2
堤町1072
前津吉町468-1
辻町205
田平町山内免764-2
田平町下寺免634-8
田平町下亀免968-1
生月町里免3134
生月町里免2968-3
生月町山田免526-1
大島村前平2737

電話番号
２２‐２２４４
２２‐３３６０
２２‐２５７５
２３‐２６１２
２４‐２３５８
２８‐０３２８
２８‐０１５６
２８‐０１７４
２７‐０４７５
２７‐１０８４
２７‐０２２２
２７‐０３３３
５７‐０２３６
５７‐３０２８
５７‐０７４４
５３‐０４９６
５３‐０２７０
５３‐１０７９
５５‐２００６

保育時間
午前７時
午前７時
午前７時
午前８時
午前８時
午前７時
午前８時
午前８時30分
午前７時
午前７時30分
午前８時30分
午前７時
午前８時
午前８時
午前８時
午前８時
午前８時30分
午前８時30分
午前８時15分

～ 午後７時30分
～ 午後６時30分
～ 午後６時
～ 午後５時
～ 午後５時
～ 午後６時30分
～ 午後５時
～ 午後５時30分
～ 午後６時30分
～ 午後５時
～ 午後５時30分
～ 午後６時30分
～ 午後５時
～ 午後５時
～ 午後５時
～ 午後５時
～ 午後４時30分
～ 午後４時30分
～ 午後４時30分

　

保
育
園
の
一
時
保
育
制
度

は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が

あ
っ
て
子
ど
も
を
預
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
マ
マ
の
応
援

制
度
で
す
。

　

上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎「一時保育」実施保育園一覧表（※保育園によっては、希望に応じて保育時間を延長することもできます。）

　

先
月
号
で
紹
介
し
た
保
育
園

を
開
放
し
、
保
育
・
給
食
体
験

や
園
行
事
へ
の
参
加
を
提
供
し

て
い
る
保
育
園
が
ほ
か
に
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　親子で仲良く団子づくり。このほ
か、毎週火曜日に音遊びや運動遊び
など親子で楽しめる企画を提供して
います。

Additional
Information

※半日の利用料は、半額となります。
※保育園によって保育料が異なる場合があります。
※母子手帳と一緒に渡している「一時保育等利用券」（2,000円
　分）が利用できます。

追加情報

■はなぞの広場（花園保育園）

　「一時保育」は、日曜・祝日に利用できません。
日曜・祝日は、市内２つの保育園で実施してい
る「休日保育」を利用してください。

  ◇実施保育園◇
　■潮香保育園
　　○利用時間　午前８時30分～午後５時30分
　　○対象者　　未就学児
　■平戸口社会館
　　○利用時間　午前８時30分～午後５時30分
　　○対象者　　在園児・卒園児（１年生）
※給食はありません。昼食が必要なときは、弁
　当を持参してください。

  ◇利用方法◇
　事前に利用したい保育園へご相談ください。
利用する際、所定の申請書に必要事項を記入の
上、登録してからの利用となります。
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平成21年10月から

住民税の
公的年金からの
引き落としが
始まります。

　　　度開始により、年金保険者（社会保険庁な
　　　ど）が、住民税を公的年金から引き落とし
市へ直接納入することとなります。これにより、
年４回、市役所や金融機関へ出向き住民税を納
めていたものが、年6回に分けて公的年金から引
き落としするようになり、高齢者の納税におけ
る利便性の向上につながります。
　対象となる人には、６月中旬に送付しました
通知書に引き落とし額を記載していますので、
ご確認ください。

　年金所得から計算した住民税額です。
※年金所得以外の給与所得や事業所得などから計算
　した住民税額は、これまでどおり給与からの引き
　落としか、または納付書で納めていただきます。

　老齢基礎年金、老齢厚生年金、退職共済年金など、
介護保険料や後期高齢者医療保険料、国民健康保険
税が現在引き落としされている年金と同じものです。

　平戸市外への転出、税額の変更、死亡などによる
年金の支給停止などが発生したとき。
　引き落としが中止となった場合は、納付書を郵送
しますので、普通徴収（納付書で市役所や金融機関
で納める方法）で納めてください。

《特別徴収》

①   公的年金から引き落としされるものは？

②   引き落としされる公的年金の種類は？

③   次の場合、引き落としが中止されます。

◎特別徴収制度のポイント

４月１日現在、65歳以上の年金受給者
で、前年中（平成20年中）の年金所得
に係る住民税の納税義務のある人

対象者制

■納付例
【住民税の年税額が６万円（年金所得のみ）の場合】

６月･８月は年税額の１/４ずつを納付書で納めてい
ただいています。10月･12月･２月は年税額の１/６
ずつを年金から引き落とします。

年税額の１/４ずつを納付書で納めていました。

４月･６月･８月は前年度の２月の税額と同額を引き落としま
す。10月･12月･２月は年税額から４月･６月･８月の税額を
差し引いた税額を引き落とします。

　住民税の年金からの引き落とし（特別徴収制度）の導入
は、納税方法を変更するもので、この制度によって新た
な税負担が生じるものではありません。

■お問い合わせ　税務課住民税班（☎内線2548）

※次の人は特別徴収の対象となりません。
①介護保険料が年金から引き落としされていない人
②引き落とされる住民税額が、老齢基礎年金などの額を超える人
　など

▲新たな税負担が生じるものではありません。

▲年金からの引き落としを口座振替へ変更する
ことはできません。

気

見
つ
け
た　

平
戸
の
元

No.5

！

〜
乳
が
ん
の
早
期
検
診
・
早
期
発
見
推
進
活
動
〜

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
・
ひ
ら
ど
AI
・
AI
・
AI
」

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
は
、
ア
メ
リ
カ
で

始
ま
っ
た「
乳
が
ん
の
早
期
検
診
・
早
期

発
見
・
早
期
治
療
」を
啓
発
・
推
進
す
る

世
界
規
模
の
活
動
で
す
。
乳
が
ん
で
娘
を

亡
く
し
た
家
族
が
、「
こ
の
よ
う
な
悲
劇

が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
」と

願
い
を
込
め
て
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
を
手
渡

し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
で
も
平
成
19
年
に
、
ほ
か
の
地
区

の
乳
が
ん
啓
発
団
体
の
支
援
や
協
力
を
受

け
て
、「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ひ
ら
ど
・
AI
・

AI
・
AI
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
は
、
乳
が
ん
の
こ
と
を
ど
の

く
ら
い
ご
存
知
で
す
か
？

　

日
本
に
お
い
て
、
乳
が
ん
は
ま
だ
欧
米

の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
々
確
実
に

増
え
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
の
発
生
率
を
増

加
さ
せ
て
い
る
原
因
と
し
て
、
食
生
活
の

欧
米
化
や
出
産
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
体

の
変
化
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
女
性
の
20
人
に
一
人（
年

間
約
４
万
人
）は
、
乳
が
ん
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
長
崎
県
の
乳
が
ん
罹
患
者
数
は

約
６
０
０
人
、
そ
の
う
ち
亡
く
な
っ
た
人

は
１
５
６
人
。
死
亡
者
数
も
１
０
０
人
を

超
え
全
国
の
ワ
ー
ス
ト
３
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
、
確
実
な
予
防
方
法
が
な
い

「
生
活
習
慣
病
」と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

早
期
発
見
を
す
れ
ば
、
約
90
％
が
治
療
可

能
で
、
い
か
に
早
く
発
見
を
す
る
か
が
大

事
で
す
。
乳
が
ん
に
は
、
自
己
検
診
で
は

見
つ
け
に
く
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
専
門

医
に
よ
る
定
期
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
乳
が
ん
検
診
の
全
国

受
診
率
は
、
12
・
９
％（
２
年
間
の
合
計
）、

長
崎
県
で
は
平
均
13
・
２
％
、
平
戸
市
で

は
11
・
９
％
と
低
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
ひ
ら
ど
・
AI
・
AI
・
AI
」は
、
平
戸

で
も
乳
が
ん
の
検
診
率
を
上
げ
て
、
乳
が

ん
で
悲
し
む
人
が
一
人
で
も
少
な
く
な
る

こ
と
を
願
っ
て
、
平
成
19
年
の
福
祉
健
康

ま
つ
り
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
乳

　乳がんのことを学んでみませんか？福祉健康
まつりで乳がんのミニ講演会を開催します。
○と　き　10月25日（日）午前11時～正午
○ところ　平戸文化センター
○講　師　川口 英俊 氏（国立病院機構九州がん
　　　　　センター 乳腺科医師）
○講演内容　①最近の乳がん発症の傾向
　　　　　　②自己触診の方法
○お問い合わせ　ピンクリボン・ひらどAI.AI.AI
　　　　　　　　（柿添病院内）　☎23‐2151

「乳がん」に関するミニ講演会開催！

▲マンモグラフィー（乳房X線撮影装置）
　装置にプラスチックの板があり、
乳房を強く撮影台に押さえつけて厚
さ約5cm程度まで圧迫し撮影します。

▲乳がん検診の啓発活動
　イベントなどで乳がん検診の重要
性を訴えています。ピンクのジャン
バーを見かけたら寄ってください。

▲ピンクリボンバッジ
　平戸オリジナルのバッジ。 
胸元につけることで、セル
フチェックや検診受診を促
し、乳がんに関心を持って
もらいたいという願いが込
められています。

　近年、乳がん罹患者数（推計）は、
年間４万人以上。その死亡者数は、
年間１万人以上となっています。
※出典：国立がんセンターがん対策情報センター

▼
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
11
月
に
は
、
乳
が
ん
を
題
材

に
し
た「M

ayu 

コ
コ
ロ
の
星
」と
い
う
映

画
の
上
映
会
を
開
催
し
、
約
１
０
０
０
人

の
み
な
さ
ん
に
乳
が
ん
の
早
期
検
診
、
早

期
発
見
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
「
20
歳
に
な
っ
た
ら
乳
が
ん
年
齢
」と
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
若
い
人
に
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
働
き
盛
り
の
35

〜
50
歳
前
半
が
乳
が
ん
に
最
も
か
か
り
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
戸
の
み
な

さ
ん
に
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
の
輪
を
を
広

げ
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
乳
が
ん

の
正
し
い
情
報
と
乳
が
ん
検
診
の「
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」と「
エ
コ
ー
」を
受
診
す

る
こ
と
を
勧
め
る
活
動
を
今
後
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。
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■
平
戸
市
行
政
改
革
実
施
計
画
年
度（
平
成
18
年
度
〜
平
成
21
年
度
）

97.2％

93.5％

98.4％

97.4％

97.2％

98.4％

93.4％

92.6％

97.0％

94.5％

98.0％

98.5％

98.3％

99.7％

96.8％

91.0％

97.7％

94.4％

98.1％

99.3％

98.7％

99.4％

98.0％

92.3％

0.5％

0.9％

－0.3％

1.9％

1.5％

1.0％

4.6％

－0.3％

市税全般

国民健康保険税

介護保険料

保育料

住宅使用料

給食費

土地改良分担金

病院診療負担金

区分

◎市税などの収納率の推移（※数値は現年度分）

行
政
改
革
の
取
り
組
み
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
18
年
３
月
の「
財
政
危
機
宣
言
」を
受
け
、
91
項
目
、
15
億
１
１
６
６
万

円
の
効
果
額
を
見
込
ん
だ「
行
政
改
革
実
施
計
画
」を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
の
表
れ
と
し
て
、
平
成
21
年
度
の
一
般

会
計
当
初
予
算
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
、
予
算
編
成

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
20
年
度
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ　

行
革
管
理
課
行
革
推
進
班（
☎
内
線
２
４
８
１
）

◎行政改革の実績（平成20年度）

■取組件数　79件　達成度97.5％
　　　　　　   （※平成20年度計画件数81件）
　【平成21年度計画件数91件　達成度86.8％】

■効果額　13億9,151万円　達成度102.9％
　　　　　   （※平成20年度計画効果額13億5,250万円）
　　　　　　内訳　一般会計　　　12億　512万円
　　　　　　　　　その他の会計　  1億8,639万円
　【平成21年度計画効果額15億1,166万円　達成度92.1％】

17年度
収納率

19年度
収納率

20年度
収納率

17年度
との比較

【
計
画
と
実
績
の
比
較
】

　

平
成
20
年
度
は
、
行
政
改
革
の
取
り
組

み
が
本
格
的
な
段
階
に
移
り
、
計
画
最
終

年
度
と
比
較
し
て
も
約
９
割
の
項
目
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

実
績
と
し
て
、
79
件
に
取
り
組
み
、
13

億
９
１
５
１
万
円
の
効
果
額
を
達
成
し
ま

し
た
。
効
果
額
で
達
成
度
の
高
い
項
目
は
、

「
総
人
件
費
の
抑
制
」策
が
１
２
２
％（
１

億
１
１
６
６
万
円
の
超
過
）、「
事
務
事
業

の
見
直
し
」策
が
１
５
４
％（
５
０
７
２
万

円
の
超
過
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

達
成
度
の
低
い
項
目
は
、「
手
数
料
・

使
用
料
な
ど
の
見
直
し
」、「
公
共
工
事
の

コ
ス
ト
削
減
」策
で
す
が
、
効
果
額
算
出

ま
で
の
取
り
組
み
に
至
ら
ず
、
次
年
度
以

降
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主な取り組み内容と効果額（平成20年度実績）

市税などの収納率の向上

財源確保の方策ほか

市税、保育料などの収納率向上対策の
実施

遊休地の処分、広報紙・市ホームペー
ジの有料広告の掲載など

3,451万円

1億2,467万円

3,164万円

5,241万円

◇収入の増加　【取組件数　14件　実績効果額　8,405万円】
主な取り組み内容実績効果額目標額項　目

人件費の抑制

補助金などの見直し

投資的経費の抑制

内部経費の削減

事務事業の見直しほか

医療・消防職員を除く職員の退職不補
充（29人削減）、特別職・職員給与と
議員報酬の定率削減など

各種補助金の廃止や縮小、統合など

投資的経費の上限を設定した総量規制

庁舎などの光熱水費削減、委託契約の
見直しなど

民間委託の導入、各種委員会の見直し
など

5億　570万円

3億　160万円

1億3,000万円

6,987万円

1億8,615万円

6億1,736万円

2億4,560万円

1億9,486万円

3,130万円

2億1,834万円

◇支出の抑制　【取組件数　65件　実績効果額　13億746万円】
主な取り組み内容実績効果額計画額項　目

457

62

166

685

434

74

164

672

432

74

158

664

－2

0

－6

－8

－16

－1

－12

－29

424

76

164

664

408

75

152

635

－49

13

－14

－50

一般行政

消防職

公営企業

合　計

Ｈ18

計画
部門 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ18と

の比較

◎職員数の推移 各年4月1日（単位：人）

計画　 実績   計画差 計画　 実績   計画差

【
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
】

▼
職
員
数
の
削
減

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
定
員
適
正
化
計
画

を
策
定
し
、
医
療
・
消
防
職
員
を
除
く
退

職
者
の
不
補
充
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
当
初
の
６
６
４
人
に
対
し
、

平
成
21
年
度
当
初
が
６
３
５
人（
特
別
職

を
除
く
）と
29
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
内

訳
は
、
医
療
・
消
防
職
員
な
ど
11
人
を
採

用
し
ま
し
た
が
、
早
期
退
職
者
が
30
人
、

定
年
退
職
者
10
人
の
合
計
40
人
が
退
職
し

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
平
成
21
年
度
退

職
者
の
不
補
充
を
し
な
く
て
も
、
当
初
の

目
標
定
員
に
達
し
ま
し
た
。

▼
人
件
費
の
抑
制
策

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
職
員
給
料
・
手
当

の
定
率
削
減
な
ど
に
取
り
組
み
、
６
億
１

７
３
６
万
円
の
実
績
効
果
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
職
員
給
与
の
定
率
削
減
な
ど

　

↓
３
億
８
９
０
４
万
円

○
職
員
の
退
職
不
補
充
な
ど

　

↓
２
億
１
１
０
２
万
円

○
議
員
報
酬
の
５
％
削
減

　

↓
７
９
５
万
円

○
市
長
な
ど
の
給
与
の
定
率
削
減

　

↓
６
８
１
万
円

▼
有
料
広
告
化
事
業

　

広
報
紙
な
ど
に
企
業
広
告
枠
を
設
け
、

２
２
６
万
円
の
収
入
が
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
封
筒
に
広
告
枠
を
設
け
る
こ
と

で
、
市
の
封
筒
を
地
元
企
業
の
寄
附
に
よ

り
作
成
し
、
年
間
61
万
円
の
印
刷
代
を
削

減
し
ま
し
た
。
地
元
企
業
の
協
力
や
Ｐ
Ｒ

効
果
も
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

▼
収
納
率
の
向
上
対
策

　

市
税
な
ど
の
収
納
率
向
上
対
策
に
つ
い

て
は
、
平
成
17
年
度
収
納
率
を
基
準
と
し

て
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
目
標
収
納
率
を

定
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、「
市
債
権
管
理
条
例
」

を
制
定
し
、
捜
索
な
ど
の
徹
底
し
た
財
産

調
査
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
差
押
え
に

加
え
、
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な

ど
の
新
た
な
手
段
に
も
取
り
組
み
、
悪
質

滞
納
者
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
急
激
な
経
済
情
勢
の
変
化

の
中
、
市
税
と
保
育
料
な
ど
の
税
外
収
入

の
収
納
率
が
、
昨
年
度
を
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
税
な
ど
の
負
担
の
公
平
性

を
保
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
悪
質
滞
納
者

に
対
し
て
は
滞
納
処
分
の
強
化
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

【
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
】

　

こ
れ
ま
で
に
、
収
入
の
増
加
、
支
出
の

抑
制
と
い
っ
た
行
政
経
費
の
削
減
策
や
組

織
機
構
の
見
直
し
に
よ
る
職
員
数
の
削
減

な
ど
を
徹
底
し
て
実
施
し
た
結
果
、
平
成

20
年
度
実
績
を
実
施
計
画
の
最
終
目
標
値

と
比
較
し
て
も
、
92
・
１
％
と
お
お
む
ね

達
成
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
間
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
地
域
間

に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
是
正
や

地
域
限
定
の
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
を
、

併
せ
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
合
併
前
と
比
べ
、

地
域
に
よ
っ
て
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
合
併
し

た
全
域
の
住
民
が
等
し
く
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
環
境
に
し
て
い
く
こ
と
も

行
政
運
営
に
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
の
最
終
的
な
目
的
は
、

単
な
る
収
入
の
確
保
や
支
出
の
削
減
策
だ

け
で
な
く
、
行
政
改
革
に
よ
っ
て
生
じ
た

財
源
を
い
ま
必
要
な
施
策
に
重
点
的
に
配

分
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

行
財
政
運
営
を
適
正
化
し
、
景
気
の
動

向
が
不
安
定
な
状
況
に
お
い
て
も
、
安
定

的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
基
礎

自
治
体
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後

も
改
革
・
改
善
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
や
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※平戸市は、国が示している自治体の目標職員削減率5.7％を達成し、
　現時点で7.3％の職員削減率となっています。
※特別職（市長、副市長、教育長、区長）は、職員数に含まれていま
　せん。

※収入では、債権差押やタイヤロックなどの悪質滞納者対策が収入増へつながっています。支出では、
　定年前に退職する早期退職者が30人いたにもかからわず、職員採用を行わず対応したことで、人件費
　の抑制に大きな効果がありました。

▲タイヤロックを用いて、自
動車などの差押えを行ってい
ます。
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区　分

区　分 平戸市 国

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

172,200円
140,100円
－

172,200円
140,100円
137,900円

249,312円
231,539円

339,625円
312,873円

－　 円
329,967円

大学卒
高校卒
高校卒

大学卒
高校卒

一般行政職

技能労務職

一　般
行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
363,406円
354,384円
356,100円
350,633円
357,686円

308,300円
348,200円
350,600円
343,000円
290,600円

41.6歳
52.8歳
52.7歳
53.1歳
40.4歳

一般行政職
技能労務職
うち学校用務員
うち給食調理員
消防職

【注】①本市財政健全化の人件費抑制策として、平成19年４月１
　日から平成22年３月31日までの間、職員の給料を５％減額
　しています。
②「平均給料月額」とは、平成21年４月１日現在における各職
　種ごとの職員の基本給の平均です。
③「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
　通勤手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合
　計しており、地方公務員給与実態調査において明らかにされ
　ているものです。
④国家公務員、類似団体のデータにつきましては、情報提供が
　あり次第、市ホームページにて掲載します。

　

市
で
は
、
職
員
の
給
与
の
実
態
と
定
員
管
理
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
は
、
民
間
の
給
与
水
準
を
基
に
し
た
人
事
院
勧
告
や
、
国
お

よ
び
県
な
ど
の
動
向
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
掲
載
し
て
い
る
数
値
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
の
も

の
で
す
。

　

 　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
班（
☎
内
線
２
３
１
８
）

職
員
の
給
与
と
定
員
管
理

職
員
の
給
与
と
定
員
管
理

平戸市平戸市

職
員
の
給
与
と
定
員
管
理

職員の平均給与月額、初任給などの状況１職員の手当の状況２

特別職の給料などの状況４

職員数の状況３

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

②職員の初任給の状況

①平均年齢、平均給料月額、平均給与月額

平戸市

区　分 職員数 区　分 職員数

区　分

平戸市

国

給料月額など

区分

部門
職員数

平成20年度  平成21年度

20歳未満
20歳～ 23歳
24歳～ 27歳
28歳～ 31歳
32歳～ 35歳
36歳～ 39歳

40歳～ 43歳
44歳～ 47歳
48歳～ 51歳
52歳～ 55歳
56歳～ 59歳
60歳以上

（支給率）  
勤続20年  
勤続25年  
勤続35年  
最高限度額  
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（５～ 50％加算）
　（退職時特別昇給　なし）
１人当たり平均支給額
  

（支給率）　　　　　　　　
勤続20年　　　　　　
勤続25年　　　　　　
勤続35年　　　　　　　
最高限度額　　　　　　
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（２～ 20％加算）

平戸市 国
１人当たり平均支給額
（20年度）　1,502,344円
（20年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
 3.0月分　　 1.5月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置
・役職加算　　５～ 15％

－

（20年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
 3.0月分　　 1.5月分
（1.6月分）　（0.75月分）
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置
・役職加算　　５～ 20％
・管理職加算　10～25％

0人
19人
40人
75人
83人
76人

64人
73人
57人
71人
71人
7人

636人

712,000円
566,500円
493,000円

394,000円（415,000円）
330,000円（347,000円）
310,000円（326,000円）

3.35月分（20年度支給割合）

3.35月分（20年度支給割合）

（算定方式）
給料月額×在職年数×600/100
給料月額×在職年数×360/100
給料月額×在職年数×240/100

（支給時期）　在任期間ごと

市　長
副市長
区　長
議　長
副議長
議　員
市　長
副市長
区　長
議　長
副議長
議　員

市　長
副市長
区　長

給　　料

報　　酬

期末手当

退職手当

【注】①地域自治区の長として、生月支所・大島支所には区長（特
　別職）を置いています。
②平成19年４月１日から平成21年11月５日までの間、議長、
　副議長および議員の報酬を5％減額しています。報酬の（　）
　内は、減額措置を行う前の金額です。

一
般
行
政
部
門

議　　会

総　　務

税　　務

農林水産

商　　工

土　　木

民　　生

衛　　生

小　　計

5

89

21

50

16

41

45

24

291

76

75

442

130

26

6

32

194

636
（715）

6

96

22

52

18

41

45

26

306

77

74

457

141

28

6

33

208

665
（715）

－１

－７

－１

－２

－２

０

０

－２

－15

－１

１

－15

－11

－２

０

－１

－14

－29

事務事業の合理化による減

事務事業の合理化による減

事務事業の合理化による減

事務事業の合理化による減

事務事業の合理化による減

事務事業の合理化による減

事務事業の合理化による減

事務事業の合理化による減

事務事業の合理化による減

教　　育

消　　防

小　　計

病　　院

水　　道

交　　通

そ  の  他

小　　計

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普
通
会
計
部
門

合　　計

対前年

増　減
主な増減の理由

計

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

27,268,894円

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

3,682,898円

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

①期末手当・勤勉手当

【注】（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

【注】（　）内の数字は、条例定数の合計です。

②退職手当

【注】退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全
　職種に係る職員に支給された平均額です。

①年齢別職員構成の状況

②部門別職員数の状況と主な増減理由

事務事業の合理化による減
医師、看護師などの欠員による減

出張所開設に伴う業務増および
体制整備に伴う増



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

中野小学校

大島小学校

度島小学校

獅子小学校※1
根獅子小学校
紐差小学校
大川原小学校
宝亀小学校

中津良小学校
堤小学校
津吉小学校
志々伎小学校
早福分校
野子小学校

田助小学校

田平北小学校
田平南小学校
田平東小学校

平戸小学校

生月小学校
山田小学校

中野小学校

大島村離島開発
総合センター

度島小学校

市ふれあいセ
ンター
（中部公民館）

市多目的研修
センター
（南部公民館）

田助小学校

田平町民セン
ター

平戸小学校

生月町
中央公民館

10月５日（月）
午後２時30分～午後２時50分

10月７日（水）
午後１時30分～午後１時50分

10月13日（火）
午前11時50分～午後０時10分

10月14日（水）
午後１時30分～午後１時50分

10月16日（金）
午後２時30分～午後２時50分

10月20日（火）
午後２時30分～午後２時50分

10月22日（木）
午後２時～午後２時20分

10月23日（金）
午後２時～午後２時20分

10月27日（火）
午後２時～午後２時20分

実施日／受付時間  対象校区名 実施会場

※１　獅子小学校は、平成22年４月から紐差小学校と統合予定です。

　

男
女
が
対
等
に
社
会
に
参
画
す
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
た
め
、「
一
行
詩
」を
募
集
し
ま
す
。

　
「
一
行
詩
」と
は
、た
っ
た
一
行
の
詩
で
、日
々

な
ん
と
な
く
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
表
現
し

た
詩
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
身
の
回
り
で
感
じ
る
疑
問
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
な
視
点
で
詠
ん
だ
作
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

○
応
募
作
品　

一
人
２
点
ま
で
と
し
、
自
作
の

　

未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

※

著
作
権
は
、
平
戸
市
に
帰
属
し
ま
す
。

○
作
品
例（
昨
年
度
優
秀
賞
）

　

歩
み
寄
り 「
あ
り
が
と
う
」で 

道
開
く

○
表　

彰　

優
秀
賞（
賞
状
・
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ

　

ト
券
５
０
０
０
円
分
）

○
募
集
締
切
日　

11
月
２
日（
月
）

○
応
募
方
法　

作
品
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

○
申
込
先　

企
画
課
地
域
振
興
班（
岩
の
上
町

　

１
５
０
８‐

３
）

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ　

22‐

５
１
７
８

▼
Ｅ
メ
ー
ル　

shinkou@
city.hirado.lg.jp

　

小
学
校
に
入
学
す
る
前
に
、
疾
病
な
ど
の
治

療
を
勧
め
、
学
校
で
の
集
団
生
活
に
備
え
る
た

め
、
就
学
時
健
診
を
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
期
日
に
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
事
前
に
ご
案
内（
通
知

は
が
き
）を
送
付
し
ま
す
の
で
、
日
時
、
場
所
、

持
参
品
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

当
日
忘
れ
な
い
よ
う
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
健
診
日
ま
で
に「
通
知
は
が
き
が
届

か
な
い
」「
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
る
」「
健
康

上
の
理
由
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
」場
合
は
、

学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

　

４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
幼
児

　　

平
成
21
年
10
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
が
出
産
時
に
受
け
取
る
出
産
育
児
一
時
金

の
金
額
が
、
42
万
円（
４
万
円
引
き
上
げ
）に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
な
ど
か
ら
請
求
さ
れ
る
出
産
費

用
の
支
払
い
方
法
が
、
原
則
と
し
て
平
戸
市
国

民
健
康
保
険
か
ら
42
万
円
の
範
囲
内
で
直
接
病

院
な
ど
に
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
出
産
前
に
多
額
の
現
金
を
準

備
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。

※
｢

産
科
医
療
補
償
制
度｣

に
加
入
し
て
い
な
い

　

病
院
な
ど
で
分
娩
し
た
場
合
は
、
39
万
円
に

　

な
り
ま
す
。

　　

も
し
も
の
地
震
発
生
時
に
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
や
、

耐
震
診
断
の
結
果
が
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

○
対
象
住
宅　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
も

　

の
①
昭
和
56
年
５
月
31
日
の
建
築
基
準
法
改
正
以

　

前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

②
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

③
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

○
助
成
の
種
類
と
助
成
額

▼
耐
震
診
断　

３
万
円
を
助
成

▼
耐
震
改
修
計
画　

７
万
円
を
上
限
に
助
成

▼
耐
震
改
修　

工
事
費
の
２
分
の
１
で
30
万
円

　

を
限
度
に
助
成

○
申
請
締
切
日　

12
月
18
日（
金
）

　
「
住
宅
な
ん
で
も
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
20
日（
火
）午
前
９
時
〜
午

　

後
４
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
２
階（
都
市
計
画
課
前
）

○
相
談
内
容　

設
計
相
談
、
増
改
築
相
談
、
土

　

地
・
建
物
の
手
続
の
相
談
、
木
造
住
宅
耐
震

　

診
断
の
相
談
な
ど
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○
支
給
対
象
者　

65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
高
齢

　

者
な
ど
を
、
在
宅
で
６
か
月
以
上
常
時
介
護

　

し
て
い
る
人

○
支
給
金
額　

２
万
５
０
０
０
円
以
内

○
申
請
締
切
日　

11
月
２
日（
月
）

○
申
請
方
法　

保
険
福
祉
課
長
寿
福
祉
班
、
ま

　

た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
備

　

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
寝
た
き
り
の
要
件
や
関
係
書
類
な
ど
の
詳
し

　

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
保
険
福
祉
課
長
寿
福

　

祉
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
共

通
の
老
齢
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
、
将

来
の
生
活
の
安
定
に
役
立
つ
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
間
が
、

次
の
要
件
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
、
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
年（
免
除
・

猶
予
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
10
年
）を
過
ぎ
る

と
時
効
に
な
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
今
一
度
、
確
か
め
て

い
た
だ
き
、
必
ず
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）の
支
給
要
件

　
　
「
保
険
料
を
納
め
た
期
間
」「
保
険
料
の
免

　

除
期
間
」な
ど
を
合
算
し
た
期
間
が
、
25
年

　
（
３
０
０
月
）以
上
あ
る
こ
と
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
平
戸
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
な
く
て
も
、
事
前
に
申
請
す

る
こ
と
で
、
幼
児
教
育
期
の
負
担
を
助
成
す
る

「
子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成
21
年
度
版
）」

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

事
前
申
請
書
に
記
載
し
た
住
所
な
ど
の
情
報

　

は
、
ほ
か
の
市
区
町
村
に
知
ら
せ
る
こ
と
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

○
支
給
対
象
者　

家
庭
内
暴
力
な
ど
の
い
ろ
い

　

ろ
な
事
情
に
よ
っ
て
、
本
市
に
住
民
登
録
が

　

で
き
な
い
人
で
、
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
子
ど
も

　

と
生
計
を
共
に
し
て
い
る
人

○
支
給
額　

３
万
６
０
０
０
円（
支
給
対
象
児

　

一
人
当
た
り
）

○
申
請
期
間　

10
月
１
日（
木
）〜
10
月
30
日

　
（
金
）

○
申
請
場
所　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班

※

通
常
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
12
月
上

　

旬
に
、
対
象
者
へ
申
請
案
内
を
郵
送
す
る
予

　

定
で
す
。

　

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る

　

幼
児
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
学
校
教
育
課
指
導
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
１
３

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
が

　

42
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
１

　

住
宅
の
こ
と
な
ら

　

な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

　　
　
　
　
　
　
　

問
都
市
計
画
課
建
築
営
繕
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
７

　

年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）の

　

支
給
要
件
を
ご
存
知
で
す
か
？

　　
　
　
　
　
　

問
保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
３

募　

集

Topics

　8月25日、平戸警察署は、ＮＴＴ西日本九州支店の協力を得て、
田平中の通学路の安全を確保するための清掃活動を行いました。
定期的に、教員や保護者で通学路の清掃を行っていますが、高い
枝などの伐採は難しいため、通学路を樹木が覆っていました。今
回は、ＮＴＴ西日本の高所作業車7台と約40人の作業員が2時間
かけて剪定作業を行いました。長島校長は、「生徒の安全のために、
こんなにうれしいことはないですね」と感想を語りました。

田平中学校周辺の清掃作業が行われました
Topics

　9月1日、たびら平戸口駅構内で、市消防本部が松浦鉄道株式
会社などと合同で、車両と列車の衝突事故を想定した訓練を行い
ました。訓練には、消防職員のほか、消防団や谷川病院と青洲会
病院の医師や看護師など約100人が参加しました。訓練では、列
車の乗客などの多数の負傷者を迅速に救出・誘導して処置を実施。
また、車に閉じ込めらた運転手を救出するために、車の屋根を切
断して救出するなど、真剣で本番さながらの訓練でした。

　

男
女
共
同
参
画
一
行
詩
を

　

募
集
し
ま
す

　
　　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
企
画
課
地
域
振
興
班

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
８

　

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
見
舞
金
を

　

支
給
し
ま
す

　
　　
　
　
　
　

申
・
問
保
険
福
祉
課
長
寿
福
祉
班

　
　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
８
６

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

　

事
前
申
請
に
つ
い
て

　
　　
　
　
　

申
・
問
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班

　
　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
１

　

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
に
か
か
る

　

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
　　
　
　
　
　

申
・
問
都
市
計
画
課
建
築
営
繕
班

　
　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
７

▼就学時健診日程表

本番さながらの列車事故の想定訓練



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

平戸

平戸

平戸

平戸

生月

生月

田平

田平

大島

大島

大島

大島

大島

265,000

648,000

500,000

709,000

175,000

445,000

235,000

667,000

300,000

105,000

629,000

260,000

767,000

中部地区子ども劇
場実行委員会

南部暮らしの応援
隊

度島フェスティバル
運営委員会

獅子町活性化推進
協議会

生月小学校区の子
どもを支援する会

西部青年会

シモン芋の会

釜田川クリーン
倶楽部

大根坂区

JAながさき西海和牛繁
殖部会大島和牛部会

大島村青年団

トールペイントの会

平戸市大島地区猪
対策協議会

「ゆめみちゃり2009」中部
公演

住まいと暮らしのフェアー

はまんごらSUNSET2009
～だりもかりもつんのじきないよ～

町民協働の景観保全と耕作放棄
地の利活用による町おこし事業

放課後児童健全育成事業

生月島再発見！！～私たちが
地域のためにやれること～

特産品開発事業

釜田川河川公園プロジェク
ト

ふれあい広場環境整備事
業

大島村畜産活性化事業

高齢者から子供まで世代
を超えた交流事業

郷土の土産品づくりで島お
こし

イノシシ対策と環境整備事
業

団　体　名 事　業　名地区 交付額（円）

5,705,000

　
○
と　

き　

10
月
25
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
３
時
15
分　

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
入
場
料　

無
料

▼
講
演
会（
手
話
通
訳
有
り
）

○
と　

き　

午
後
１
時
10
分
〜
午
後
３
時
40
分

　
（
落
語
30
分
、
講
演
60
分
）

○
演　

題　
「
ダ
ウ
ン
症
の
ア
ニ
キ
を
も
っ
て
」

○
講　

師　

露
の
団
六
氏（
落
語
家
）

▼
催
し
物　

キ
ッ
ズ
広
場「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」、

　

福
祉
施
設
や
団
体
に
よ
る
作
品
展
と
バ
ザ
ー
、

　

各
種
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
盲
導
犬
ふ
れ
あ

　

い
コ
ー
ナ
ー
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
ア

　

ニ
メ
上
映
、
も
ち
つ
き
、
呈
茶
、
ア
ト
ラ
ク

　

シ
ョ
ン
、
遊
具
広
場
な
ど

　
「
山
口
県
７
・
21
大
雨
」「
福
岡
県
７
月
豪
雨
」

災
害
救
援
の
た
め
、
８
月
６
日
か
ら
31
日
ま
で

の
間
、
義
援
金
の
受
付
を
行
い
ま
し
た
。
集
め

ら
れ
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
地
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
山
口
県
７
・
21
大
雨　

４
万
７
６
５
０
円

○
福
岡
県
７
月
豪
雨　
　

４
万
８
８
８
０
円

　

採
択
さ
れ
た
団
体
名
、
事
業
名
な
ど
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　　

10
月
11
日（
日
）〜
20
日（
火
）ま
で
の
10
日
間
、

防
犯
協
会
や
地
域
団
体
、
警
察
が
連
携
し
、「
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に「
全
国
地
域
安
全
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
地
域
で
の
取
り
組
み

▼
不
審
者
は
顔
を
覚
え
ら
れ
る
こ
と
を
き
ら
い

　

ま
す
。
日
頃
か
ら
挨
拶
を
交
わ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
自
分
の
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
地
域
み
ん
な

　

で
子
ど
も
の
登
下
校
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
振
り
込
め
詐
欺
の
電
話
は
、
早
急
に
現
金
を

　

振
り
込
む
よ
う
に
要
求
し
て
き
ま
す
。
電
話

　

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
家
族
に
相
談
す
る
な

　

ど
、
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
怪
し
い
電
話
や
不
審
者
の
情
報
は
、
警
察
に

　

通
報
し
ま
し
ょ
う
。

○
安
心
メ
ー
ル
・
キ
ャ
ッ
チ
く
ん

　
「
安
心
メ
ー
ル
・
キ
ャ
ッ
チ
く
ん
」は
、
長
崎

県
警
察
が
子
ど
も
に
対
す
る
声
か
け
事
案
な
ど

の
情
報
を
提
供
す
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
県
内
で
発
生
し
た
事
案
に
関
す
る
注
意
情

報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
メ
ー
ル
受
信
方
法

　

携
帯
電
話
で
、
次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
、
折
り
返
し
送
ら
れ
て
く
る
登
録
要

領
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

n110@
123123.tv

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
、
10
月
16
日

（
金
）ま
で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
販
売

さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
道
路
や
学
校
、

公
園
の
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
県
内
の
事
業

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
７
８
３
万
１
０
０
０
円
が

本
市
に
配
分
さ
れ
、「
図
書
購
入
」や「
ご
み
減

量
化
対
策
」の
事
業
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

県
内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
価　

格　

１
枚
３
０
０
円

○
当
選
本
数（※

13
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

１
等（
１
億
５
０
０
０
万
円
）　　
　

13
本

　

２
等（
１
０
０
０
万
円
）　　
　

１
３
０
本

　

３
等（
１
０
０
万
円
）　　
　

１
３
０
０
本

○
抽 

選 

日　

10
月
23
日（
金
）
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○
と　

き　

10
月
27
日（
火
）午
後
７
時
〜
午

　

後
８
時
30
分

○
と
こ
ろ　

北
部
公
民
館

○
入
場
料　

無
料

○
演　

題　
「
あ
な
た
の
住
む
地
球
で
は…

　

〜
国
境
な
き
医
師
団
の
活
動
で
見
え
た
現
実
〜
」

○
講　

師　

黒
﨑　

伸
子
氏

　

平
戸
地
域
は
、
教
会
や
殉
教
聖
地
の
ほ
か
、

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
も
継
承
さ
れ
て
い
て
、

県
内
で
進
め
て
い
る「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ

ス
ト
教
関
連
遺
産
」の
世
界
遺
産
選
定
に
お
い

て
も
重
要
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
キ
リ
シ
タ
ン
指
導
者
・
ガ
ス

パ
ル
西
玄
可
の
処
刑（
殉
教
）か
ら
４
０
０
年

目
に
も
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
郷
土
の
キ
リ
シ
タ

ン
の
歴
史
と
文
化
を
知
る「
世
界
遺
産
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
31
日（
土
）午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

生
月
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
合　

唱　

長
崎
純
心
中
学
校
コ
ー
ラ
ス
部

○
講　

演　
「
殉
教
の
歴
史
と
世
界
遺
産
」

○
講　

師　

溝
部　

脩
司
教

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
と

　

世
界
遺
産
」

　

市
美
術
展
に
お
け
る
入
選
作
品
の
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
近
く
の
会
場
で
芸
術
の
秋
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
平
戸
地
区

○
と　

き　

10
月
31
日（
土
）〜
11
月
３
日（
祝
・

　

火
）午
前
９
時
〜
午
後
７
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
大
島
地
区　

○
と　

き　

11
月
６
日（
金
）〜
８
日（
日
）午

　

前
９
時
〜
午
後
７
時

○
と
こ
ろ　

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
生
月
地
区　

○
と　

き　

11
月
14
日（
土
）〜
15
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

生
月
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

災
害
義
援
金
へ
の
ご
協
力

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
事
務
所
総
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
３

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

　

購
入
は
県
内
で
！

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
企
画
調
整
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
６

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業

　

補
助
金
の
採
択
団
体
を
決
定
し
ま
し
た

　　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
地
域
協
働
推
進
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
３

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て

　

防
犯
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
環
境
交
通
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
８

　

男
女
共
同
参
画
講
演
会
を

　

開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
地
域
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
８

　

世
界
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

　

開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
３
５

　

平
成
21
年
度
市
美
術
展
覧
会
を

　

開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
３
３

　

福
祉
健
康
ま
つ
り
を

　

開
催
し
ま
す

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
事
務
所
総
務
班

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
１

▼地域コミュニティ活動推進事業補助金採択団体一覧（２次募集分）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
５
８
年
生
ま
れ
。

２
歳
年
上
の
ダ
ウ
ン
症

の
兄
典
夫
氏
と
と
も
に

育
つ
。
神
戸
大
学
教
育

学
部
在
籍
中
に
、
露
の

五
郎
氏
の
落
語
を
聞
い

て
感
動
し
、
弟
子
入
り
、

以
後
、
落
語
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
関
西「
露
の
団
六
の

ニ
ュ
ー
ス
大
通
り
」で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
14
年
に

渡
っ
て
つ
と
め
る
な
ど
、
時
事
問
題
も
語
れ
る
イ
ン
テ

リ
落
語
家
と
し
て
活
躍
中
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
５
７
年
生
ま
れ
。

長
崎
大
学
医
学
部
卒

業
。
２
０
０
１
年
か

ら
国
境
な
き
医
師
団

で
活
躍
。
現
在
、
黒

﨑
医
院
、
大
村
市
民

病
院
に
勤
務
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
３
５
年
生
ま
れ
。

長
年
、
キ
リ
シ
タ
ン

史
、
殉
教
者
の
研
究

を
続
け
る
。
現
在
、

カ
ト
リ
ッ
ク
高
松
教

区
司
教
。
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今
年
は
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
通
商
が
始

ま
っ
て
４
０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た

り
ま
す
。
当
時
の
藩
主
、
松
浦
鎮
信
公
の
功
績

を
た
た
え
、「
平
戸
三
心
茶
会
」を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
１
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

松
浦
史
料
博
物
館

○
茶　

券　

５
０
０
０
円（
濃
茶
席
、
薄
茶
席

　

二
席
、
点
心
席
、
同
博
物
館
入
場
券
）

○
購
入
方
法　

茶
券
を
希
望
す
る
人
は
、
松
浦

　

史
料
博
物
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

展
示
会
や
絵
は
が
き
で
、
魅
力
あ
る
生
月
を

Ｐ
Ｒ
す
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
作
品　

生
月
の
風
景
・
風
俗
を
撮
影
し

　

た「
四
つ
切
の
プ
リ
ン
ト
」、
未
発
表
ま
た
は

　

発
表
予
定
の
な
い
も
の

※

被
写
体
人
物
に
承
諾
を
得
た
上
で
、
応
募
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

　

・
プ
ロ
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
応
募
作
品
は
一
人
２
枚
ま
で

　

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

・
応
募
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、

　
　

肖
像
権
や
著
作
権
は
一
切
関
与
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切
日　

10
月
30
日（
金
）

○
審
査
発
表　

11
月
下
旬
の
入
選
者
へ
の
通
知

　

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

○
作
品
展
示　

入
選
作
品
は
、
12
月
か
ら
平
成

　

22
年
１
月
ま
で
の
間
、
生
月
町
博
物
館
・
島

　

の
館
で
展
示
し
ま
す
。

○
応
募
方
法　

応
募
用
紙（
書
式
は
自
由
）に

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

　

作
品
タ
イ
ト
ル
、
撮
影
日
時
、
撮
影
場
所
を

　

記
入
の
上
、
作
品
の
裏
に
添
付
し
て
応
募
先

　

ま
で
郵
送
、
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
応
募
先　

生
月
町
博
物
館
・
島
の
館
内
生
月

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会「
フ
ォ
ト
コ
ン

　

テ
ス
ト
」係（
生
月
町
南
免
４
２
８
９
）

　

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族
を
対
象
に「
家
族

教
室
」を
開
催
し
ま
す
。
病
気
の
こ
と
、
本
人

と
の
接
し
方
、
将
来
の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

家
族
自
身
が
、
病
気
の
情
報
や
本
人
へ
の
接

し
方
な
ど
を
具
体
的
に
学
び
、
余
裕
を
持
っ
て

接
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
回
復
へ
も
つ
な
が
り

ま
す
。
１
回
の
み
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

○
開
催
日
程
・
内
容

▼
10
月
14
日（
水
）「
疾
病
に
つ
い
て
」

　

※

こ
の
日
だ
け
精
神
科
医
師
の
助
言
や
指
導

　
　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
11
月
５
日（
木
）「
地
域
移
行
支
援
特
別
対
策

　

に
つ
い
て
・
当
事
者
と
の
交
流
」

▼
12
月
３
日（
木
）「
家
族
の
対
応
に
つ
い
て
」

※

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

県
北
保
健
所

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

教
室
へ
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

　

県
北
保
健
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

サ
ザ
ン
カ
に
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
交
配
し
て
で
き

た「
凱
旋
」は
、
戸
石
川
町
の
武
家
屋
敷
内
に

あ
る
樹
齢
４
０
０
年
以
上
の
ハ
ル
サ
ザ
ン
カ
で
、

11
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
紅
色
の
小
さ
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
そ
の
種
を
お
分
け
し
ま
す
。　

　

種
を
希
望
す
る
人
は
、
平
戸
椿
・
山
茶
花
振

興
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
元
気
な
中
小
企
業
が
集
ま
り
、
企
業

の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
10
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

　

後
６
時

○
と
こ
ろ　

松
浦
海
の
ふ
る
さ
と
館

○
入
場
料　

無
料

※

午
後
１
時
か
ら
松
浦
市
文
化
会
館
で
、
劇
団

　

あ
ん
み
つ
姫「
と
ま
と
」氏
の
特
別
講
演
が

　

あ
り
ま
す
。

　

生
月
よ
か
と
こ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

　

作
品
を
募
集
し
ま
す

　
　　
　
　
　

問
生
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会

　
　　
　
　
　
　

☎
53
‐
３
０
０
０（
島
の
館
内
）

　

平
戸
三
心
茶
会
を
開
催
し
ま
す

　
　　
　
　
　
　

問
財
団
法
人　

松
浦
史
料
博
物
館

　
　　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
２
２
３
６

　

統
合
失
調
症
家
族
教
室
に

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
県
北
保
健
所

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
３
９
３
３

　

第
16
回
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

同
友
会
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　
　　
　
　

問
長
崎
県
中
小
企
業
家
同
友
会

　
　　
　
　
　

☎
０
９
５
‐
８
２
２
‐
０
６
８
０

　

ハ
ル
サ
ザ
ン
カ「
凱
旋
」（
市
文
化
財
）の

　

実
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　

問
平
戸
椿
・
山
茶
花
振
興
会

　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
し
い
た
け
生
産
組
合
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
８
１
６
１

【
平
戸
地
区
】

阿
部　

正
美 

82
歳 
8
／
18 

下
中
野

村
田　

文
武 

29
歳 
8
／
23 

根
獅
子
第
４

峯　

安
雄 

87
歳 
8
／
23 

赤
坂

髙
田　

實 

66
歳 
8
／
25 

後
平

片
山　

ソ
ノ 

100
歳 
8
／
26 

田
崎

大
石　

金
市 

67
歳 
8
／
28 

川
内
在

久
家　

良
男 

82
歳 
8
／
30 

川
内
在

濱
辺　

ト
メ 

90
歳 
9
／
1 

獅
子
第
３

針
尾　

節
子 

56
歳 
9
／
2 

中
の
崎

佐
野
屋　

健
一 

72
歳 
9
／
4 

上
大
垣

藤
澤　

優 

56
歳 
9
／
4 

神
鳥

品
川　

カ
メ 

82
歳 
9
／
5 

川
内
浦

辻
村　

サ
ヨ 

93
歳 
9
／
6 

飯
良
第
２

針
尾　

信
子 

82
歳 
9
／
6 

敷
佐

銀
吉
屋　

賢
志 

62
歳 
9
／
7 

曲
り

島
田　

源
次
郎 

86
歳 
9
／
8 

堤

星
野　

節
子 

81
歳 
9
／
14 

薄
香
浦

北　

勝
憲 

60
歳 
9
／
15 

田
助
浦

【
生
月
地
区
】

野
口　

晃
一 

21
歳 
8
／
19 

舘
浦
浜

戸
田　

タ
イ 

92
歳 
8
／
23 

浦
北

中
野　

寛
祐 

79
歳 
9
／
6 

壱
部

﨑
本　

キ
ク 

87
歳 
9
／
11 

壱
部

永
田　

正 

77
歳 
9
／
12 

浦
北

■８月末までの
　　　　 交通事故

■８月末までの
　　 火災救急件数

件　数

死　者

負傷者

（重傷）12名 （軽傷）51名

（　）内は昨年同期

火　災

救　急

18件 

（　23件）

953件 

（　913件）

53件（51件）

0名（ 0名）

63名（87名）

■善意のともしび

■「やらんば！平戸」応援寄附金

　篤志および香典返しで、次の方々
からご寄付がありました（敬称略）。
ひらどふれあい福祉基金へ
　○神ノ川町　口石政三郎（亡妻アヤ子）
　○獅子町　　松山ヨネ子（亡夫　幸一）

　○東京都港区　　早田　道子　100万円
　○広島県福山市　立石誠一郎
　○　　　　　　　堺　忠弘
　平成21年９月24日現在
　９件　1,130,000円
　ご協力ありがとうございました。

【
平
戸
地
区
】

白
土　

蒼
浬 

智
之 

猪
渡
谷

浦
田　

ひ
よ
り 

周
志 

杉
山

川
久
保　

七
実 

辰
朗 

高
麗
町

松
永　

真
喜 

幸
喜 

高
島

古
川　

颯
大 

修 

戸
石
川

島
田　

舜
立 

哲
郎 

幸
の
浦

針
尾　

結
生 

勝
裕 

紐
差
第
４

鋒
屋　

照
喜 

康
博 

幸
の
浦

【
生
月
地
区
】

大
川　

葉
月 

博
範 

浦
南

【
田
平
地
区
】

木
村　

樹
里 

一
樹 

永
田

有
働　

優
菜 

昌
彦 

永
田

田
島　

野
衣 

ふ
み 

野
田

石
井　

愛
華 

慶
彦 

米
の
内

東　

フ
サ
子 

82
歳 
9
／
14 

浦
南

【
田
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